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大
慈
和
尚
、
百
丈
に
嗣
ぐ
、
師
諱
は
寰
中
。

い 

ず 

れ

ゆ

　
僧
有
り
辞
す
。
師
問
う
、
什
摩
の
處
に
か
去
く
。
對
え
て
云
く
、
江
西
に
去
く
。
師
云
く
、
老
僧
を
將
取
し
去
れ
、
得
た
り
、
や
。
對
え
て
云
く
、
但
だ

和
尚
の
み
に
非
ず
、
更
に
和
尚
に
過
ぐ
る
者
有
る
も
、
將
去
す
る
こ
と
得
る
能
わ
ず
。
後
に
人
有
っ
て
洞
山
に
挙
似
す
。
洞
山
云
く
、
但
だ
得
た
り
と
道
え
。

　
　
あ
る
僧
が
去
ろ
う
と
し
た
時
、
師
が
問
う
、
ど
こ
へ
行
く
の
か
。
答
え
て
云
う
、
江
西
に
行
き
ま
す
。
師
が
云
う
、
わ
し
を
連
れ
て
行
け
、
よ
ろ
し
い

か
。
答
え
て
云
う
、
和
尚
さ
ん
ど
こ
ろ
で
な
く
、
和
尚
さ
ん
以
上
の
人
で
も
お
連
れ
で
き
ま
せ
ん
。
後
に
あ
る
人
が
洞
山
に
こ
の
話
を
し
た
。
洞
山
が
云

う
、
た
だ
よ
ろ
し
い
と
言
い
な
さ
い
。

・
江
西
去
　
馬
祖
を
念
頭
に
お
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
僧
の
答
え
は
人
を
連
れ
て
行
く
な
ん
て
こ
と
は
ど
う
し
て
も
で
き
ま
せ
ん
。
江
西
は
人
に

連
れ
ら
れ
て
行
く
と
こ
ろ
で
は
な
い
と
い
う
意
か
。

か

か

　
師
上
堂
し
て
云
く
、
一
丈
を
説
取
す
る
は
一
尺
を
行
取
す
る
に
如
か
ず
、
一
尺
を
説
取
す
る
は
一
寸
を
行
取
す
る
に
如
か
ず
、
那
の
行
處
を
説
取
し
、
那

の
説
處
を
行
取
せ
ん
。

す 

か 

ん

　
人
有
り
て
洞
山
に
挙
似
す
。
洞
山
便
ち
歓
喜
し
て
云
く
、
大
慈
和
尚
、
物
の
為
に
情
切
な
り
。
僧
便
ち
問
う
、
彼
中
は
則
ち
此
の
如
し
。
此
間
は
還
た
有

り
や
。
洞
山
云
く
、
有
り
。
僧
云
く
、
若
し
与
摩
な
ら
ば
則
ち
請
わ
ん
。
洞
山
云
く
、
那
の
説
き
得
ざ
る
處
を
行
取
し
、
那
の
行
じ
得
ざ
る
處
を
説
取
せ
ん
。

そ 

も 

さ 

ん

洞
山
又
た
云
く
、
此
の
二
途
を
離
れ
て
作
摩
生
。
僧
對
え
て
云
く
、
此
の
二
途
を
離
れ
て
、
師
の
問
わ
ざ
ら
ん
こ
と
を
請
う
。
洞
山
云
く
、
海
上
功
秀
又
た

作
摩
生
。
對
え
て
云
く
、
石
人
歌
を
唱
い
、
幻
人
掌
を
撫
す
。
人
有
り
て
雲
居
に
挙
似
す
。
雲
居
云
く
、
行
時
説
路
無
く
、
説
時
行
路
無
し
。
不
説
不
行
合

に
什
摩
の
路
を
行
ず
べ
き
。
有
る
人
楽
浦
に
挙
似
す
。
楽
浦
云
く
、
行
説
倶
に
到
ら
ば
本
事
無
く
、
行
説
倶
に
到
ら
ざ
れ
ば
本
事
在
り
。
又
た
云
く
、
大
慈



六
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和
尚
は
則
ち
古
佛
な
り
。
洞
山
和
尚
は
則
ち
細

な
り
。
師
又
た
挙
す
る
を
聞
き
て
云
く
、
作
家
な
り
。

　
　
師
が
上
堂
し
て
云
う
、一
丈
を
説
い
て
も
一
尺
を
行
ず
る
に
は
及
ば
な
い
し
、一
尺
を
説
い
て
も
一
寸
を
行
ず
る
に
は
及
ば
な
い
。そ
の
行
処
を
説
き
、

説
処
を
行
ず
る
こ
と
だ
。

　
　
あ
る
人
が
洞
山
に
こ
の
話
を
し
た
。
洞
山
は
喜
ん
で
云
う
、
大
慈
和
尚
は
大
衆
の
た
め
を
は
か
っ
て
大
変
親
切
だ
。
僧
が
す
ぐ
に
問
う
、
あ
そ
こ
で
は

そ
う
で
す
が
、
こ
こ
で
は
有
り
ま
し
ょ
う
か
。
洞
山
が
云
う
、
有
る
。
僧
が
云
う
、
も
し
そ
う
な
ら
お
た
ず
ね
し
ま
す
。
洞
山
が
云
う
、
説
き
得
な
い
処

を
行
じ
、
行
じ
得
な
い
処
を
説
く
こ
と
だ
。
洞
山
が
又
た
云
う
、
此
の
二
途
を
離
れ
て
は
ど
う
か
。
僧
が
対
え
て
云
う
、
こ
の
二
途
を
離
れ
て
は
尋
ね
な

い
で
下
さ
い
。
洞
山
が
云
う
、
海
上
功
秀
は
ま
た
ど
う
だ
。
答
え
て
云
う
、
石
人
が
歌
を
唱
い
、
幻
人
が
手
を
た
た
き
ま
す
。
あ
る
人
が
雲
居
に
話
し
た
、

雲
居
が
云
う
、
行
ず
る
時
は
説
く
路
は
な
い
し
、
説
く
時
に
は
行
ず
る
路
は
な
い
。
不
説
不
行
な
ら
ば
ど
の
路
を
行
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
あ
る
人
が
楽
浦
に
話
し
た
。
楽
浦
が
云
う
、
行
と
説
と
が
ど
ち
ら
も
到
る
こ
と
が
な
い
と
き
は
本
事
が
無
く
、
行
と
説
倶
に
到
ら
な
い
と
き
は
本
事
が

在
る
。
ま
た
云
う
、
大
慈
和
尚
は
古
仏
で
あ
り
、
洞
山
和
尚
は
細

だ
。
師
は
挙
す
る
の
を
聞
い
て
云
う
、
立
派
だ
。

・
海
上
功
秀
　
蜃
気
楼
の
こ
と
か
。
伝
灯
録
巻
十
六
石
柱
の
伝
な
ど
に
も
用
例
が
あ
る
。

・
細

よ
く
判
ら
な
い
が
、
大
慈
は
古
仏
だ
が
そ
れ
に
対
し
て
洞
山
は
う
る
さ
い
批
評
家
だ
と
い
う
意
か
。

　
師
行
脚
せ
し
時
、
三
人
同
行
し
、
女
人
の
稲
を
収
む
る
に
逢
見
す
る
次
い
で
問
う
、
退
山
の
路
何
處
に
か
去
く
。
女
人
言
く
、
蔦
底
に
去
く
。
師
云
く
、
前

頭
水
深
し
、
過
ぎ
得
る
や
。
女
云
く
、
脚
を
湿
さ
ず
。
師
云
く
、
上
岸
の
稲
与
摩
に
好
き
こ
と
を
得
た
り
、
下
岸
の
稲
与
摩
に
次
第
勿
き
こ
と
を
得
た
り
。
女

い 

ず 

れ

云
く
、
下
岸
の
稲
、
惣
に

に
喫
却
せ
ら
る
。
師
云
く
、
太
香
生
。
女
云
く
、
気
息
無
し
。
師
云
く
、
什
摩
の
處
に
か
住
在
せ
る
。
女
云
く
、
只
だ
這
裏

に
在
り
。
三
人
屋
裏
に
到
る
。
其
の
女
来
た
る
を
見
て
、
一
瓶
の
茶
を

じ
排
批
し
了
り
て
云
く
、
請
う
、
上
座
神
通
を
用
い
て
喫
せ
よ
。
三
人
敢
え
て
茶

を
傾
け
ず
。
女
云
く
、
老
婆
の
神
通
を
呈
し
去
る
を
看
よ
。
盞
子
を
拈
起
し
て
便
ち
瀉
ぎ
て
茶
を
行
す
。

・
こ
の
一
段
、
伝
灯
録
巻
二
十
七
に
同
様
の
話
が
あ
る
。
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・
太
香
生
　
い
い
匂
い
だ
な
。

・
無
気
息
　
お
前
さ
ん
元
気
が
な
い
な
。

・
拈
起
盞
子
云

云

　
女
人
が
神
通
を
用
い
た
と
こ
ろ
。

あ
ん
ろ
く

　
自
外
、
行
録
を
観
ず
。
化
縁
の
終
始
を
決
せ
ず
。
勅
謚
性
空
禅
師
定
慧
の
塔
。

　
福
州
西
院
和
尚
、
百
丈
に
嗣
ぐ
、
師
諱
は
大
安
、
福
州
福
唐
県
の
人
な
り
。
未
だ
行
状
を
観
ず
、
姓
族
を
知
ら
ず
。
少
よ
り
黄
檗
寺
に
於
い
て
出
家
し
、
乃

ほ
っ

ち
僧
と
為
る
に
至
り
、
本
と
聴
習
せ
ん
と
擬
す
。
因
み
に
、
洪
州
の
招
提
に
在
り
、
偶
ま
行
脚
僧
の
百
丈
の
一
二
句
を
挙
す
る
を
聞
き
、
玄
機
少
し
く
省
覚

す
る
に
似
た
り
。

れ
従
り
便
ち
百
丈
に
造
る
。
既
に
盛
筵
を
観
、
深
く
志
慕
に
称
う
。
礼
し
て
百
丈
に
問
う
て
云
く
、
学
人
佛
を
識
ら
ん
と
欲
求
す
。
如

何
な
る
か
是
れ
佛
。
百
丈
云
く
、
太
だ
牛
を
騎
り
て
牛
を
覓
む
る
に
似
た
り
。
師
云
く
、
識
り
得
て
後
如
何
ん
。
百
丈
云
く
、
人
の
牛
を
騎
り
て
家
に
至
る

い
ぶ
か
し

が
如
し
。
師
云
く
、
未
審
、
始
終
如
何
ん
が
保
任
す
れ
ば
則
ち
相
應
し
去
る
こ
と
を
得
ん
。
百
丈
云
く
、
譬
え
ば
牧
牛
の
人
の
如
し
、
鞭
を
執
り
て
之
を
視
、

や

ま
れ

人
の
苗
稼
を
犯
さ
し
め
ず
。
師
茲
れ
従
り
旨
を
領
し
頓
に
万
縁
を
息
む
。
性
辛
勤
を
好
み
、
言
論
に
親
し
む
こ
と
少
な
り
。
更
に
尋
経
討
論
せ
ず
、
放
曠
任

い
よ
い

情
し
、
夜
は
則
ち
山
野
に
頭
陀
し
、
晝
は
則
ち
倍
よ
執
役
を
加
う
。

　
　
福
州
西
院
和
尚
、
百
丈
に
嗣
法
し
た
。
諱
は
大
安
で
、
福
州
福
唐
県
の
人
。
行
状
を
見
な
い
の
で
姓
族
は
知
ら
れ
な
い
。
若
い
時
に
黄
檗
寺
で
出
家
し

て
僧
と
な
り
、（
経
論
を
）聴
習
し
よ
う
と
し
た
。
あ
る
時
、
洪
州
の
招
提
寺
に
到
り
、
た
ま
た
ま
行
脚
の
僧
が
百
丈
の
一
二
句
を
話
す
の
を
聞
い
て
、
玄

機
に
少
し
は
っ
と
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
す
ぐ
さ
ま
百
丈
の
所
へ
行
っ
た
。
盛
ん
な
法
筵
を
見
て
、
深
く
自
分
の
志
慕
に
称
っ
た
。
礼
し
て
百
丈
に
問

う
、
私
は
仏
を
識
り
た
い
、
ど
の
よ
う
な
の
が
仏
で
す
か
。
百
丈
が
云
う
、
人
が
牛
に
乗
っ
て
牛
を
覓
め
る
よ
う
な
も
の
だ
。
師
が
云
う
、
仏
を
知
っ
た

後
は
ど
う
で
す
か
。
百
丈
が
云
う
、
人
が
牛
に
乗
っ
て
家
に
帰
る
よ
う
な
も
の
だ
。
師
が
云
う
、
で
は
、
始
終
ど
の
よ
う
に
責
任
も
っ
て
ゆ
け
ば
相
応
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
。
百
丈
が
云
う
、
た
と
え
ば
牛
飼
い
が
鞭
を
持
っ
て
看
視
し
て
他
人
の
畑
を
犯
さ
せ
な
い
よ
う
な
も
の
だ
。
師
は
こ
れ
よ
り
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納
得
し
て
万
縁
を
息
め
た
。
生
ま
れ
つ
き
勤
労
が
好
き
で
言
論
に
親
し
む
こ
と
が
ま
れ
で
あ
っ
て
、
経
論
を
求
め
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
ほ
し
い
ま
ま
に

夜
は
山
野
に
頭
陀
し
、
昼
は
い
よ
い
よ
労
働
に
励
ん
だ
。

　
後
に
祐
禅
師
に
随
い
、
同
に

山
を
創
む
。
則
ち
十
数
年
間
僧
衆
猶
お
小
な
し
。
師
乃
ち
頭
頭
に
耕
耨
し
、
處
々
に
労
形
す
。
日
夜
疲
れ
を
忘
れ
、
未
だ

や
す

つ

や

嘗
て
輙
ち
暇
ま
ず
。

山
見
て
語
げ
て
曰
く
、
安
、
汝
労
役
を
少
め
よ
。
師
云
く
、
和
尚
の
五
百
の
衆
を
覯
る
を
待
ち
て
、
安
は
則
ち
休
せ
ん
。
久
し
か
ら

ざ
る
の
間
に
し
て
僧
衆
果
し
て
五
百
に
至
る
。
師
乃
ち
労
心
頓
に
擺
み
、
或
は
房
廊
に
坐
し
、
凝
た
る
こ
と
株

の
如
く
、
或
は
霊
洞
に
入
り
て
月
に
十
た

ど 

う 

る

び
帰
ら
ず
。
癡
な
る
が
如
く
狂
な
る
が
如
く
、
三
十
余
祀
、
夜
ご
と
第
二
第
三
座
の
間
に
在
り
。
同
流
有
り
て
私
に
其
の
身
を
覩
る
に

と
し
て
通
光
す
。

衆
人

な
曰
く
、
定
光
仏
な
り
、
と
。

も

そ 

も 

さ 

ん

　
問
う
、
黄
巣
軍
来
た
る
、
和
尚
什
摩
の
處
に
向
か
っ
て
廻
避
す
る
や
。
師
云
く
、
五
蘊
山
中
。
僧
云
く
、
忽
し
捉
著
せ
ら
る
る
時
は
作
摩
生
。
師
云
く
、
將

軍
を
悩
乱
す
、
將
軍
を
悩
乱
す
。

そ
　
こ

　
問
う
、
此
の
陰
已
に
謝
し
、
彼
の
陰
未
だ
生
ぜ
ざ
る
時
、
其
中
の
事
は
如
何
ん
。
師
曰
く
、
此
の
陰
未
だ
謝
せ
ざ
る
時
、
阿
那
个
か
是
れ
大
徳
。
對
え
て

な

云
く
、
不
会
。
師
云
く
、
此
の
陰
未
だ
謝
せ
ざ
る
す
ら
尚
会
せ
ざ
る
に
、
与
摩
の
時
の
事
を
問
う
て
什
摩
を
か
作
す
。

　
俗
官
有
り
問
う
、
仏
は
什
摩
の
處
に
在
り
や
。
師
云
く
、
心
地
を
離
れ
ず
。

　
　
あ
る
俗
官
が
問
う
、
仏
は
ど
こ
に
い
る
の
か
。
師
が
云
う
、
心
を
離
れ
て
い
な
い
。

・
心
地
　
六
祖
壇
経
に
「
心
地
含
性
種
、
法
雨
即
花
生
。
自
悟
花
性
種
、
菩
提
菓
自
成
」
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又
問
う
、
雙
峯
上
人
何
の
所
得
か
有
る
。
師
云
く
、
法
に
は
所
得
無
し
、
設
い
所
得
有
る
も
本
得
を
得
る
な
り
。

　
　
ま
た
問
う
、
雙
峯
上
人
は
ど
の
よ
う
な
所
得
が
お
あ
り
で
し
ょ
う
か
。
師
が
云
う
、
法
に
は
得
ら
れ
る
と
い
う
様
な
も
の
は
な
い
。
た
と
え
あ
っ
た
と

し
て
も
、
元
来
得
て
い
る
も
の
を
得
る
だ
け
の
こ
と
だ
。

・
雙
峯
上
人
　（
宋
）姚
寛
撰
西
溪
叢
語
巻
上
に
引
用
さ
れ
て
い
る
宝
林
伝
の
逸
文
に
慧
能
を
雙
峯
和
尚
と
云
う
。
慧
能
の
章（
第
一
冊
九
七
頁
）「
黄

梅
意
旨
何
人
得
・
・
・
師
云
、
我
不
會
仏
法
」
を
承
け
て
い
る
。

・
法
無
所
得
　
金
剛
経
を
承
け
た
も
の
。

　
問
う
、
大
用
現
前
し
て
軌
則
を
存
せ
ざ
る
時
如
何
ん
。
師
云
く
、
用
い
得
れ
ば
便
ち
用
い
よ
。
其
の
僧
裸
形
に
し
て
師
を
遶
る
こ
と
三
匝
す
。
師
云
く
、
向

ほ
っ

上
何
ぞ
道
取
せ
ざ
る
。
僧

に
口
を
開
か
ん
と
擬
す
。
師
は
之
を
打
ち
て
云
く
、
這
の
野
狐
情
。

　
羅
漢
和
尚
拈
じ
て
僧
に
問
う
、
此
の
時
に
當
っ
て
作
摩
生
か
他
に
喝
出
せ
ら
る
を
免
れ
得
ん
。
僧
對
え
て
云
く
、
便
ち
抽
身
し
て
出
で
去
ら
ん
。
羅
漢
云

さ
い
わ
い

く
、
落
脊
の
棒
又
た
作
摩
生
。
僧
却
っ
て
廻
頭
す
ら
く
、
今
日
頼
に
某
甲
に
遇
へ
り
。
羅
漢
云
く
、
闍
梨
の
骨
を
識
得
せ
り
。

　
　
問
う
、
偉
大
な
人
物
の
発
揮
す
る
は
た
ら
き
が
、
一
定
の
規
則
に
枠
付
け
さ
れ
な
い
時
は
ど
う
で
す
か
。
師
が
云
う
、
や
れ
る
な
ら
す
ぐ
や
る
こ
と
だ
。

そ
の
僧
は
素
裸
で
師
の
周
り
を
三
回
ま
わ
っ
た
。
師
が
云
う
、
そ
の
先
は
な
ぜ
云
わ
ん
の
か
。
僧
が
口
を
開
こ
う
と
す
る
や
、
師
は
こ
れ
を
打
っ
て
云
う
、

こ
の
き
つ
ね
つ
き
め
。

　
　
羅
漢
和
尚
が
こ
の
話
を
と
り
あ
げ
て
僧
に
問
う
た
、
こ
の
様
な
時
、
ど
う
し
た
ら
怒
鳴
ら
れ
な
い
で
済
む
か
ね
。
僧
が
答
え
る
、
す
る
り
と
抜
け
出
し

ま
す
。
羅
漢
が
云
う
、
背
中
の
棒
を
ど
う
し
よ
う
も
な
い
だ
ろ
う
。
僧
は
ふ
り
か
え
っ
て
、
今
日
は
私
に
お
遇
い
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
ね
。
羅
漢
が

云
う
、
お
前
の
骨
を
観
て
と
っ
た
ぞ
。

・
今
日
頼
遇
某
甲
　
今
日
は
私
が
落
脊
棒
の
相
手
に
な
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
ね
。
僧
の
負
惜
し
み
。

・
識
得
闍
梨
骨
　
前
の
僧
の
答
を
単
な
る
負
け
惜
し
み
と
と
ら
な
い
な
ら
、
僧
を
ほ
め
た
語
と
も
考
え
ら
れ
る
。
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問
う
、
一
切
の
施
為
は
盡
く
是
れ
法
身
の
用
な
り
、
如
何
な
る
か
是
れ
法
身
。
師
云
く
、
一
切
の
施
為
は
盡
く
是
れ
法
身
の
用
な
り
。

　
問
う
、
五
蘊
を
離
却
し
て
、
如
何
な
る
か
是
れ
本
来
の
身
。
師
云
く
、
地
水
火
風
、
受
想
行
識
、
這
个
は
是
れ
五
蘊
な
り
。

・
こ
の
二
段
は
師
が
質
問
者
に
何
故
問
う
の
か
を
自
か
ら
に
問
い
な
お
さ
せ
た
も
の
。

し

　
僧
有
り
大

に
到
る
。
師
、
面
前
の
狗
子
を
指
し
て
云
く
、
明
明
个
、
明
明
个
。
僧
便
ち
師
に
問
う
、
既
に
是
れ
明
明
个
。
什
摩
と
為
て
か
刺
頭
し
て
裏

許
に
在
り
や
。
師
云
く
、
什
摩
の
罪
過
か
有
る
。
人
有
り
雪
峯
に
挙
似
す
。
雪
峯
云
く
、

山
は
是
れ
古
佛
な
り
。

　
　
あ
る
僧
が
大
（
西
院
）の
と
こ
ろ
に
や
っ
て
き
た
。
師
は
面
前
の
犬
を
指
し
て
云
う
、
非
常
に
は
っ
き
り
と
し
て
い
る
、
非
常
に
は
っ
き
り
と
し
て
い

る
。
僧
は
そ
こ
で
師
に
た
ず
ね
る
、
は
っ
き
り
と
し
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
頭
を
突
っ
込
ん
で
い
る
の
で
す
か
。
師
が
云
う
、（
そ

の
犬
に
）何
の
罪
が
あ
る
と
い
う
の
か
。
あ
る
人
が
そ
の
話
し
を
雪
峯
に
言
う
と
、
雪
峯
は

山
は
古
仏
だ
と
言
っ
て
ほ
め
た
。

・
明
明
个
　
あ
り
あ
り
と
し
て
い
る
。
仏
性
を
指
し
て
い
る
。
興
善
惟
寛
の
章（
伝
灯
録
巻
七
）に
は
「
問
、
狗
子
還
有
仏
性
否
。
師
云
、
有
。
僧
云
、

和
尚
還
有
否
。
師
云
、
我
無
云

云

」
と
あ
る
。
僧
の
問
い
は
明
明
个
だ
の
に
ど
う
し
て
つ
ま
ら
ぬ
所
に
頭
を
突
っ
込
む
な
ど
や
ら
ん
で
も
い
い
こ

と
を
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
。
師
の
答
え
は
、
仏
性
あ
る
も
の
は
そ
れ
ら
し
く
あ
る
べ
し
と
い
う
観
念
を
打
破
し
て
い
る
。

な

ほ
　
っ

　
師
又
た
の
時
に
上
堂
し
て
云
く
、
汝
諸
人
来
っ
て
安
に
就
い
て
什
摩
を
か
求
む
る
。
若
し
佛
と
作
ら
ん
こ
と
を
欲
得
す
れ
ば
汝
は
自
ら
是
れ
佛
な
り
。
一

个
の
佛
を

却
し
て
傍
家
に
走
り
て

、
渇
鹿
の
陽

を

う
に
相
い
似
て
、
何
の
時
か
相
應
し
去
る
こ
と
を
得
ん
。
阿

、
佛
と
作
る
こ
と
を
欲
得
す

る
や
。
汝
但
だ
如
許
多
の

倒
、

縁
、
妄
想
、
悪
覚
、
垢
欲
、
不
浄
、
衆
生
の
心
無
く
ん
ば
則
ち
汝
は
便
ち
是
れ
初
心
正
覚
の
佛
な
り
。
更
に
何
處
に
去
っ

つ
ね

て
か
別
に
討
め
ん
。
所
以
に
安
は

山
に
在
っ
て
三
十
年
来

山
の
飯
を
喫
し
、

山
の
屎
を
痾
し
て
、

山
の
禅
を
学
ば
ず
。
只
だ
是
れ
長
に
一
頭
の
水

牛
を
看
て
、
落
路
し
て
草
に
入
ら
ば
便
ち

き
出
だ
し
、
人
の
苗
稼
を
犯
せ
ば
則
ち
鞭
打
し
、
調
来
伏
去
し
て
可
憐
生
に
も
人
の
言
語
を
受
け
、
如
今
一
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な

時
に
変
じ
て
个
の
露
路
の
白
牛
と
作
っ
て
常
に
面
前
に
在
り
。
終
日
露

地
に

う
も
亦
去
る
を
肯
ず
。
汝
道
え
什
摩
の
語
話
ぞ
。
汝
諸
人
各
自
身
中
に

無
價
の
大
寳
有
り
、
眼
門
よ
り
光
を
放
ち
て
山
河
大
地
を
照
ら
し
、
耳
門
よ
り
光
を
放
ち
て
一
切
善
悪
の
音
響
を
領
覧
し
、
六
門
よ
り
晝
夜
常
に
光
明
を
放

か
く
の
ご
と

つ
。
亦
た
放
光
三
昧
と
名
づ
く
。
汝
自
ら
有
る
に
何
ぞ
識
取
せ
ざ
る
。
四
大
の
身
中
に
影
在
し
、
内
外
扶
持
し
て
傾
側
せ
し
め
ず
。
両
脚
若
子
く
大
に
し
て
、

か
れ

二
碩
を

い
得
て
、
獨
木
橋
上
從
り
過
る
も
亦
た
伊
を
し
て
地
に
倒
れ
し
め
ず
。
且
く
是
れ
什
摩
物
ぞ
。
汝
若
し
亳
髪
も
覓
む
れ
ば
則
ち
見
る
可
か
ら
ず
。
故

す
べ

に
志
公
云
く
、
内
外
追
尋
し
て
覓
む
る
も
惣
に
無
し
、
境
上
に
施
為
し
て
渾
て
大
い
に
有
り
。

　
有
る
人
拈
じ
て
石
門
に
問
う
、
古
人
言
え
る
有
り
、
安
は
、

山
に
在
っ
て
三
十
年
来
、

山
の
飯
を
喫
し

山
の
屎
を
痾
し
、

山
の
禅
を
学
ば
ず
。
只

だ
是
れ
長
に
一
頭
の
水

牛
を
看
て
落
路
し
て
草
に
入
ら
ば
便
ち

き
出
だ
し
、
人
の
苗
嫁
を
侵
犯
す
れ
ば
則
ち
鞭
打
し
、
調
来
伏
去
し
て
、
可
憐
生
に
も

人
の
言
語
を
受
け
、
如
今
一
時
に
変
じ
て
露
地
の
白
牛
と
作
っ
て
常
に
面
前
に
在
り
。
終
日
露

地
に

う
も
亦
た
去
る
を
肯
ぜ
ず
、
と
。
只
だ
如
今
、
古

人
与
摩
に
道
う
、
意
作
摩
生
。
石
門
云
く
、
昔
日
は
虎
を
話
す
す
ら
尚
お
驚
き
し
に
、
如
今
は
虎
を
見
て
も
怕
れ
ず
。
僧
云
く
、
古
人
の
分
上
は
則
ち
与
摩

な
る
も
、
学
人
の
分
上
は
如
何
ん
。
石
門
云
く
、
我
を
取
っ
て
与
え
食
わ
し
む
る
に
驢
年
も
味
を
得
ん
や
。

　
　
あ
る
時
の
上
堂
に
云
う
、
お
前
た
ち
わ
し
の
と
こ
ろ
へ
や
っ
て
来
て
何
を
覓
め
よ
う
と
い
う
の
か
。
仏
と
な
る
こ
と
を
求
め
る
な
ら
、
お
前
自
身
が
本

来
仏
な
の
だ
か
ら（
仏
を
覓
め
に
や
っ
て
く
る
と
い
う
の
は
）一
個
の
仏
を
か
つ
い
で
横
道
に
そ
れ
て
走
り
ま
わ
り
、渇
い
た
鹿
が
陽
炎
を
追
う
様
な
も
の
で
、

何
時
に
な
っ
た
ら
そ
れ
と
一
つ
に
な
れ
よ
う
か
。
お
前
が
仏
に
な
り
た
い
の
な
ら
、
あ
れ
こ
れ
の
道
理
に
そ
む
く
こ
と
や
、
手
掛
か
り
を
探
し
回
る
様
な

や
り
方
や
、
間
違
っ
た
考
え
や
悪
し
き
知
覚
や
汚
し
い
欲
や
不
浄
と
か
、
衆
生
の
心
が
無
か
っ
た
ら
お
前
は
そ
の
ま
ま
で
初
心
の
正
覚
の
仏
だ
。
今
更
ど

こ
へ
も
探
し
求
め
る
必
要
は
あ
る
ま
い
。
そ
れ
で
わ
し
は

山
に
い
て
、
三
十
年
来

山
の
飯
を
食
い
、

山
の
糞
を
た
れ
た
が
、

山
の
禅
は
学
ば
な

か
っ
た
。
只
だ
わ
し
は
ひ
た
す
ら
、
一
頭
の
水

牛（
本
来
の
自
己
）を
見
守
り
、
道
を
は
ず
れ
て
草
中
に
入
れ
ば
す
ぐ
に
引
っ
張
り
出
し
、
他
人
の
作
物

を
侵
し
た
り
す
る
と
鞭
で
打
ち
、
馴
ら
し
き
っ
て
き
た
。
そ
れ
で
可
愛
い
く
も
、
人
に
言
わ
れ
る
通
り
に
な
っ
て
、
今
で
は
い
っ
ぺ
ん
に
変
わ
っ
て
、
露

地
の
白
牛
に
な
り
、
い
つ
も
目
の
前
に
居
て
、
一
日
中
ま
ぎ
れ
も
な
く
そ
こ
に
居
る
。
追
っ
て
も
去
ろ
う
と
し
な
い
。
い
っ
た
い
お
前
た
ち
は
こ
れ
は
何

の
話
し
と
思
う
か
、
言
っ
て
み
ろ
。
お
前
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
身
中
に
、
値
を
つ
け
よ
う
も
な
い
宝
を
持
っ
て
い
て
、
眼
か
ら
出
る
光
は
山
河
大
地
を
照
ら
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し
、
耳
か
ら
出
る
光
は
あ
ら
ゆ
る
善
悪
の
音
を
聞
き
取
る
。
六
門
か
ら
は
、
昼
夜
光
を
放
っ
て
い
て
、
放
光
三
昧
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
お
前
に
ち
ゃ
ん

と
あ
る
の
に
ど
う
し
て
そ
れ
を
見
て
と
ら
な
い
の
か
。
お
前
の
四
大
の
色
身
の
中
に
ひ
ら
め
い
て
い
て
、
内
外
ち
ゃ
ん
と
支
え
て
い
る
。
両
脚
は
こ
の
様

に
大
き
く
て
、
二
碩
の
重
い
も
の
で
も

っ
た
ま
ま
で
、
丸
木
橋
を
渡
っ
て
も
倒
れ
さ
せ
る
こ
と
は
な
い
。
さ
て
そ
れ
は
何
物
で
あ
ろ
う
か
。
お
前
が
一

寸
で
も
見
つ
け
よ
う
と
す
れ
ば
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
か
ら
志
公
は
言
っ
て
い
る
、
内
や
外
に
追
っ
か
け
て
求
め
て
も
ど
こ
に
も
な
い
。
そ
れ
は
対

象
の
上
に
働
い
て
い
て
、
ち
ゃ
ん
と
あ
る
の
だ
、
と
。

　
　
あ
る
人
が
こ
の
話
を
と
り
あ
げ
て
石
門
に
た
ず
ね
た
、
古
人
は
言
っ
て
お
り
ま
す
、
わ
し
は

山
に
在
っ
て
三
十
年
来
・
・
・
去
ろ
う
と
し
な
い
。
さ

て
今
、
古
人
が
あ
の
様
に
言
っ
て
い
る
の
は
ど
う
い
う
つ
も
り
で
し
ょ
う
か
。
石
門
が
云
う
、
昔
は
虎
の
話
を
聞
い
て
さ
え
も
驚
い
た
も
の
だ
が
、
今
は

虎
を
見
て
も
こ
わ
く
な
い
。
僧
が
云
う
、
古
人
の
分
上
で
は
そ
の
通
り
で
す
が
、
私
の
分
上
で
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。
石
門
が
云
う
、
こ
の
わ
し
を
と
っ

て
食
ら
わ
せ
て
も
、
い
つ
ま
で
も
わ
し
の
味
を
見
て
と
れ
ま
い
。

・
露

地
　
ま
ぎ
れ
も
な
く
そ
こ
に
あ
る
。
前
段
の
明
明
个
と
同
じ
主
旨
で
あ
る
。

・
志
公
　
寶
志
の
十
二
時
頌
の
十
二
番
目
の
句
で
あ
る
。
伝
灯
録
巻
二
十
九
「

鳴
丑
、
一
顆
圓
光
明
已
久
。
内
外
推
尋
覓
總
無
、
境
上
施
為
渾

大
有
、
云

云

」

　
師
、

城
に
垂
化
し
て
二
十
載
、
中
和
三
年
癸
卯
の
歳
十
月
二
十
一
日
に
至
っ
て
順
化
す
。
勅
謚
圓
智
大
師
正
真
の
塔
。

　
處
微
和
尚
、
西
堂
に
嗣
ぐ
。
師
仰
山
に
問
う
、
汝
の
名
は
什
摩
ぞ
。
對
え
て
曰
く
、
慧
寂
。
師
曰
く
、
阿
那
个
か
是
れ
恵
、
阿
那
个
か
是
れ
寂
。
對
え
て

は

云
く
、
只
だ
目
前
に
在
り
。
師
曰
く
、

は
猶
お
前
後
在
る
有
り
。
對
え
て
曰
く
、
前
後
は
則
ち
且
く
置
く
、
和
尚
還
た
曾
つ
て
見
し
や
。
師
曰
く
、
喫
茶

し
去
れ
。

　
　
處
微
和
尚
、
西
堂
に
嗣
ぐ
。
師
が
仰
山
に
問
う
、
お
前
の
名
前
は
な
ん
だ
。
答
え
て
云
う
、
恵
寂
で
す
。
師
が
云
う
、
ど
れ
が
恵
で
ど
れ
が
寂
な
ん
だ
。
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答
え
て
云
う
、
和
尚
さ
ん
の
眼
の
前
に
ご
ざ
い
ま
す
。
師
が
云
う
、
お
前
は
ま
だ
前
後
が
残
っ
て
い
る
。
答
え
て
云
う
、
前
後
の
こ
と
は
さ
て
お
い
て
、

和
尚
さ
ん
は
ご
ら
ん
に
な
り
ま
し
た
か
。
師
が
云
う
、
喫
茶
去
。

・
喫
茶
去
　
茶
を
飲
み
に
行
け
。
出
直
し
て
こ
い
、
と
い
う
意
。

は

　
問
う
、
三
乗
十
二
分
教
は
理
を
躰
し
妙
を
得
。
是
れ
祖
師
の
意
な
り
や
、
為
復
た
祖
師
の
意
な
ら
ざ
る
や
。
師
云
く
、
三
乗
十
二
分
教
は
理
を
躰
し
妙
を

い 

え 

ど

も

し

得
、
何
處
に
更
に
祖
師
の
意
有
り
や
。
与
摩
な
り
と
雖
然
も
、
須
く
六
句
の
外
に
向
か
っ
て

る
べ
し
。
若
也

不
得
な
ら
ば
聲
色
に
随
っ
て
轉
ぜ
ん
。
僧

云
く
、
作
摩
生
か
是
れ
六
句
。
師
云
く
、
語
底
、

底
、
不

底
、
不
語
底
、
惣
に
是
、
惣
に
不
是
。

・
若
也

不
得
云

云

　
も
し
六
句
外
に

取
で
き
な
か
っ
た
ら
、
声
色
の
あ
と
を
追
い
ま
わ
し
て
ど
こ
ま
で
も
ひ
き
ず
り
ま
わ
さ
れ
る
ば
か
り
だ
。

　
雪
岳
陳
田
寺
元
寂
禅
師
、
西
堂
に
嗣
ぐ
、
溟
州
に
在
り
、
師
諱
は
道
義
、
俗
姓
は
王
氏
、
北
漢
郡
の
人
な
り
。
未
だ
之
を
妊
ま
ざ
る
前
、
其
の
父
白
虹
の

室
に
入
る
を
見
る
。
又
た
母
夢
中
に
僧
の
同
床
に
寝
ぬ
る
を
見
、
覚
め
て
香
気
芬
馥
た
る
を
聞
く
。
父
母
愕
然
と
し
て
共
に
相
い
謂
い
て
曰
く
、
斯
の
嘉
瑞

は
　
じ

に
拠
り
て
必
ず
聖
子
を
得
ん
と
。
半
月
を
経
て
有
身
を
知
る
。
因
り
て
胎
に
在
る
こ
と
三
十
九
月
に
し
て
方
始
め
て
産
生
す
。
分
娩
の
旦
忽
ち
異
僧
有
り
、
錫

を
杖
し
て
門
に
到
り
て
曰
く
、
今
日
産
む
所
の
児
の
胎
、
河
に
臨
む
の

に
置
く
可
し
。
言
い
畢
っ
て
忽
然
と
し
て
見
え
ず
。
遂
に
僧
の
言
に
従
っ
て
胎
を

將
っ
て
之
を
埋
む
。
大
鹿
来
り
て
守
り
、
年
を
終
う
る
ま
で
去
ら
ず
。
経
歴
の
人
見
て
害
心
を
起
こ
さ
ず
。
瑞
に
因
り
て
出
家
し
、
法
号
明
寂
な
り
。
建
中

五
年
歳
次
甲
子
を
以
て
、
使
の
韓
粲
、
号
は
金
譲
恭
な
る
に
随
っ
て
海
を
過
り
て
唐
に
入
る
。
直
に

山
に
往
き
て
文
殊
を
感
ず
。
空
に
聖
鐘
の
響
を
聞
き
、

い
た

山
に
神
鳥
の
翔
け
る
を
見
る
。
遂
に
廣
府
の
寶
壇
寺
に
届
り
、
始
め
て
具
戒
を
受
く
。
後
、
曹
溪
に
到
り
、
祖
師
の
堂
を
礼
せ
ん
と
欲
す
。
門
扇
忽
然
と
し

て
自
ら
開
き
、

礼
三
遍
し
て
出
づ
る
に
門
閉
ず
る
こ
と
故
の
如
し
。
次
い
で
江
西
洪
州
開
元
寺
に
詣
り
、
西
堂
智
蔵
大
師
の
処
に
就
い
て
頂
謁
し
て
師
と

ふ
る

為
し
、
疑
を
決
し
て
滞
を
釋
く
。
大
師
は
猶
お
石
間
の
美
玉
を

い
、
蚌
中
の
真
珠
を
拾
う
が
ご
と
し
。
謂
い
て
曰
く
、
誠
に
以
て
法
を
傳
う
可
き
は
斯
の

人
に
非
ず
し
て
誰
ぞ
。
名
を
道
義
と
改
む
。
是
に
於
い
て
、
頭
陀
し
て
百
丈
山
懐
海
和
尚
の
処
に
詣
る
。
一
に
西
堂
に
似
た
り
。
和
尚
曰
く
、
江
西
の
禅
脈
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に
東
國
の
僧
に
属
せ
し
か
、
と
。
余
は
碑
文
の
如
し
。

　
東
國
桐
裏
和
尚
、
西
堂
に
嗣
ぐ
、
師
諱
は
慧
徹
、
謚
号
寂
忍
禅
師
照
輪
清
浄
の
塔
。

　
東
國
實
相
和
尚
、
西
堂
に
嗣
ぐ
。
師
諱
は
洪
直
、
謚
号
證
覚
大
師
凝
寂
の
塔
。

　
東
國
慧
目
山
和
尚
、
章
敬
に
嗣
ぐ
。
師
諱
は
玄

、
俗
姓
は
金
氏
に
し
て
東
溟
の
冠
族
た
り
。
父
諱
は
廉
均
、
官
は
兵
部
侍
郎
に
至
る
。
妣
朴
氏
胎
孕
の

際
、
夢
に
常
に
殊
る
こ
と
を
得
た
り
。
貞
元
三
年
五
月
五
日
を
以
て
誕
生
せ
り
。

　

か
に
童
心
有
る
や
、
便
ち
佛
事
を
知
れ
り
。
毎
に
水
を
汲
み
て
以
て
魚
に
供
し
、
常
に
沙
を
聚
め
て
塔
を
為
る
。
年
壮
歯
に
至
り
て
、
志
出
家
を
願
う
。

既
に
浮
海
の
嚢
を
持
し
、
遂
に
掩
泥
の
髪
を
落
せ
り
。

　
元
和
三
年
、
遂
に
具
戒
を
受
く
。

　
長
慶
四
年
、
大
唐
に
入
り
、
太
原
府
に
至
り
て
二
寺
に
歴
居
す
。
頗（
？
）志
已
に
成
り
、
本
國
王
子
金
義
宗
の
詔
を
奉
じ
て
東
帰
す
る
に
随
え
り
。
開
成

二
年
九
月
十
二
日
を
以
て
本
國
の
武
州
會
津
に
達
せ
り
。
南
缶
の
實
相
に
之
を
安
ず
。
敏
哀
大
王
、
神
武
大
王
、
文
聖
大
王
、
憲
安
大
王
、
並
び
に
師
資
の

敬
を
執
り
、
臣
伏
の
儀
を
徴
せ
ず
、
王
宮
に
入
る
毎
に
必
ず
命
じ
て
座
を
敷
き
て
誦
法
せ
し
む
。
開
成
の
末
よ
り
苑
を
慧
目
の
山

に
結
ぶ
。
景
文
大
王
、
命

じ
て
高
達
寺
に
居
ら
し
む
。
竒
香
、
妙
薬
、
闕
く
る
と
聞
け
ば
必
ず
供
す
。
暑
臈
、
寒
裘
、
時
を
待
ち
て
授
く
。

　
九
年
秋
、
解
夏
の
始
め
、
忽
ち
門
人
に
告
げ
て
曰
く
、
我
れ
今
歳
内
に
法
縁
當
に
盡
く
べ
し
。

等
宜
し
く
無
遮
大
會
を
設
け
て
、
以
て
百
巖
傳
授
の
恩

に
報
じ
、
吾
が
志
を
終
わ
ら
し
め
よ
。
十
一
月
十
四
日
中
夜
忽

と
し
て
山
谷
震
動
し
鳥
獣
悲
鳴
せ
り
。
寺
鐘
撃
つ
も
而
も
響
か
ざ
る
も
の
三
日
。
十
五
日

未
だ
曙
な
ら
ざ
る
に
、
遽
に
侍
者
に
命
じ
て
無
常
鐘
を
撞
か
し
め
、
脇
席
に
し
て

る
。
享
年
八
十
二
、
僧
臘
六
十
な
る
み
。

・
浮
海
之
嚢
　
涅
槃
経
十
一
聖
行
品
「
譬
如
有
人
、
帯
持
浮
嚢
、
欲
渡
大
海
、（
中
略
）菩
薩
摩
訶
薩
護
持
禁
戒
、
亦
復
如
是
」。
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・
掩
泥
之
髪
　
太
子
端
應
本
起
経
巻
上
「
稽
首
佛
足
、
見
地
濯
濕
、
即
解
皮
衣
、
欲
以
覆
之
、
不
足
掩
泥
、
乃
解
髪
布
地
、
令
佛
蹈
而
過
」。

・
金
義
宗
　
通
暁
大
師
の
伝
に
も
出
る
。

・
百
巖
　
章
敬
を
指
す
。
伝
灯
録
七
「
京
兆
府
章
敬
寺

禅
師
・
・
・
初
住
定
州
栢
巖
」。

　
公
畿
和
尚
、
章
敬
に
嗣
ぐ
、
河
中
府
に
在
り
。

こ
　
こ

　
人
有
っ
て
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
禅
、
如
何
な
る
か
是
れ
道
。
師
云
く
、
名
有
る
は
大
道
に
非
ず
、
是
非
は
倶
に
禅
な
ら
ず
。
此
中
の
意
を
知
ら
ん
と

欲
せ
ば
、
黄
葉
止
啼
銭
。

・
黄
葉
止
啼
銭
　
泣
く
子
を
あ
や
す
た
め
に
、
黄
葉
を
小
判
だ
と
い
っ
て
だ
ま
す
。
涅
槃
経
嬰
児
行
品
な
ど
に
見
え
る
喩
え
。

　
関
南
和
尚
、
塩
官
に
嗣
ぐ
、

陽
に
在
り
。
師
、
諱
は
道
常
。
楽
道
歌
有
り
、
曰
く
、
三
界
は

の
如
く
、
六
道
は
幻
の
如
く
、
聖
賢
世
に
出
ず
る
も
電

に
同
じ
。
国
土
は
猶
お
水
上
の
泡
の
如
く
、
常
無
く
生
滅
し
て
頻
に
遷
変
す
。
唯
だ
摩
訶
大
般
若
の
、
堅
き
こ
と
金
剛
の
如
く
し
て
是
れ
羨
や
む
可
き
有
る

の
み
。
軟
ら
か
き
こ
と

羅
に
似
て
大
な
る
こ
と
は
空
に
等
し
く
、
極
小
の
懺
塵
に
し
て
見
る
可
か
ら
ず
。
之
を
擁
し
て
聚
ら
し
む
る
も
而
も
聚
ま
ら
ず
、
之

を
撥
し
て
散
ぜ
し
む
る
も
而
も
散
ぜ
ず
。
耳
を
側
て
て
聞
か
ん
と
欲
す
る
も
而
も
聞
こ
え
ず
、

目
し
て
之
を
観
る
も
而
も
見
る
能
わ
ず
。
歌
い
復
た
歌
い
、

よ

盤

の
石
上
笑
い
て
呵
呵
。

い
復
た

い
、
青
蘿
の
松
下
高
声
に
叫
ぶ
。
頓
み
に
此
の
明
珠
を
獲
て
自
従
り
、
帝
釋
輪
王
都
て
要
せ
ず
。
是
れ
山
僧
獨
り

よ

な

施
為
す
る
な
ら
ず
、
古
え
自
り
先
賢
此
の
調
を
作
す
。
坐
禅
せ
ず
修
行
せ
ず
、
任
運
に

遙
し
て
只
摩
に
好
し
。
但
だ
万
法
懐
に
干
せ
ざ
る
こ
と
を
知
ら
ば
、

無
始
よ
り
何
ぞ
曽
つ
て
生
老
有
ら
ん
。

・

羅
　
草
木
の
花
絮
を
い
う
。

　
溟
州

山
故
通
暁
大
師
、
塩
官
に
嗣
ぐ
、
法
諱
は
梵
日
、
鳩
林
の
冠
族
金
氏
な
り
。
祖
諱
は
述
元
、
官
は
溟
州
都
督
に
至
る
。
廉
平
に
し
て
俗
を
察
し
、
寛
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猛
に
し
て
人
に
臨
む
。
清
風
尚
お
民
謡
に
在
り
。
餘
烈（
原
作
列
）傳
に
備
わ
る
。
其
の
母
支
氏
、
累
葉
の
豪
門
な
り
。
世
婦
範
と
称
す
。
其
の
懐
妊
の
際
に
及

び
、
夢
に
日
を
捧
ぐ
る
の
祥
を
徴
せ
り
。

に
元
和
五
年
庚
寅
正
月
十
辰
を
以
て
、
胎
に
在
る
こ
と
十
三
月
に
し
て
誕
生
す
。
螺
髻
の
殊
姿
、
頂
珠
の
異
相

あ
り
。

　
年
十
五
に
至
り
誓
っ
て
出
家
を
願
い
、
父
母
に
諮
る
。
二
親
共
に
相
い
謂
い
て
曰
く
、
宿
縁
の
善
果
な
り
。
志
を
奪
う
べ
か
ら
ず
、
と
。
汝
須
く
先
ず
度

す
べ
し
。
吾
れ
未
だ
度
せ
ず
。
是
に
於
い
て
采
を
落
と
し
親
を
辞
し
て
、
山
を
尋
ね
て
入
道
せ
り
。

な

　
年
二
十
に
至
り
、
京
師
に
於
い
て
具
足
戒
を
受
く
。
浄
行
圓
備
し
、
精
勤
更
に
励
む
。
緇
流
の
亀
鏡
と
為
り
、
法
侶
の
揩
模
と
作
る
。

　
大
和
年
中
に

び
、
私
か
に
誓
願
を
發
す
ら
く
、
中
華
に
往
遊
せ
ん
と
。
遂
に
入
朝
王
子
金
公
義

に
投
じ
、
懐
う
処
を
披
露
せ
り
。
公
、
善
志
を
重
ん

ず
る
を
以
て
、
許
し
て
以
て
同
行
せ
し
む
。
其
の
舟

を
假
り
て
唐
國
に
達
せ
り
。
既
に
宿
願
に
諧
い
、
便
ち
發
し
て
巡
遊
す
。
遍
く
知
識
を
尋
ね
、
彼
の

塩
官
済
安
大
師
に
参
ぜ
り
。い 

ず 

れ

　
大
師
、
問
う
て
曰
く
、
什
摩
の
處
よ
り
来
た
る
や
。
答
え
て
曰
く
、
東
國
よ
り
来
た
れ
り
。
大
師
進
ん
で
曰
く
、
水
路
よ
り
来
た
れ
る
や
、
陸
路
よ
り
来

た
れ
る
や
。
對
え
て
云
く
、
両
路
を
踏
み
来
た
ら
ず
。
既
に
両
路
を
踏
ま
ず
、
闍
梨
争
で
か
這
裏
に
到
る
を
得
ん
。
對
え
て
曰
く
、
日
月
東
西
す
る
に
什
摩

の
障
碍
か
有
る
。
師
曰
く
、
實
に
是
れ
東
方
の
菩
薩
な
り
。

な

　
梵
日
問
う
て
曰
く
、
如
何
な
れ
ば
則
ち
成
佛
せ
ん
。
大
師
答
え
て
曰
く
、
道
は
修
す
る
を
用
い
ず
、
但
だ
汚
染
す
る
こ
と
莫
れ
。
佛
見
、
菩
薩
見
を
作
す

こ
と
莫
れ
。
平
常
心
是
れ
道
な
り
。
梵
日
言
下
に
大
悟
し
、
慇
懃
な
る
も
の
六
年
。

　
後
、
師
薬
山
に
到
る
。
薬
山
問
う
、
近
ご
ろ
什
摩
の
處
を
離
れ
し
や
。
師
對
え
て
曰
く
、
近
ご
ろ
江
西
を
離
れ
た
り
。
薬
山
曰
く
、
什
摩
を
か
作
し
来
た

す 

か 

ん

る
。
對
え
て
曰
く
、
和
尚
を
尋
ね
来
た
れ
り
。
薬
山
曰
く
、
此
間
路
無
し
。
闍
梨
作
摩
生
か
尋
ぬ
る
。
師
對
え
て
曰
く
、
和
尚
更
に
一
歩
を
進
む
る
こ
と
は
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即
ち
得
た
り
、
學
人
も
亦
た
和
尚
を
見
ず
。
薬
山
曰
く
、
大
奇
、
大
奇
、
外
来
の
青
風
、
人
を
凍
殺
す
。

　
恣
に
遊
方
し
て
、
遠
く
帝
里
に
投
ぜ
ん
と
欲
す
。
會
昌
四
年
僧
流
を
沙
汰
し
、
佛
宇
を
殷
塀
す
る
に
値
い
、
東
奔
西
走
す
る
も
身
を
竄
す
に
所
無
し
。
河

伯
の
引
道
を
感
じ
、
山
神
の
送
迎
に
遇
う
。
遂
に
商
山
に
隠
れ
、
獨
居
し
て
禅
定
す
。
墜
果
を
拾
っ
て
以
て
齋
に
充
て
、
流
泉
に
掬
し
て
渇
を
止
む
。
形
容

枯
槁
し
、
気
力
疲

す
る
も
、
未
だ
敢
え
ず
出
行
せ
ず
し
て
直
に
半
載
を
踰
え
た
り
。

　
忽
ち
異
人
を
夢
み
る
に
云
く
、
今
行
く
可
し
と
。
是
に
於
い
て
、
強
い
て
前
行
せ
ん
こ
と
を
謀
る
も
力
未
だ
杖
す
可
か
ら
ず
。
須
臾
に
し
て
山
獣
、
口
に

お

こ
と
さ
ら

餅
食
を

み
て
座
側
に
放
け
り
。
其
の
故
に
与
え
し
を
慮
り
て
収
め
て

を
喰
う
。

　
後
、
韶
州
に
向
か
っ
て
祖
師
の
塔
を
禮
せ
ん
こ
と
を
誓
い
し
を
以
て
、
千
里
を
遙
け
し
と
せ
ず
曹
溪
に
詣
る
を
得
た
り
。
香
雲
忽
ち
起
こ
り
て
塔
廟
の
前

に
盤
旋
し
、
霊
雀　　鳥

ち
来
た
り
て
樓

の
上
に

せ
り
。
寺
衆
愕
然
と
し
て
共
に
相
い
謂
い
て
曰
く
、
此
く
の
如
き
の
瑞
祥
は
、
實
に
未
曾
有
な
り
。
應

に
是
れ
禅
師
来
儀
す
る
の
兆
な
る
べ
し
、
と
。

　
是
に
於
い
て
故
里
に
帰
り
て
佛
法
を
弘
宣
せ
ん
こ
と
を
思
う
。
却
っ
て
會
昌
六
年
丁
卯
八
月
を
以
て
、
還
た
鯨
浪
を
渉
り
、
鷄
林
に
返
り
た
り
。
亭
亭
た

る
戒
月
光
り
玄
兔
の
城
に
流
れ
、
皎
皎
た
る
意
珠
照
ら
し
て
青
丘
の
境
に
徹
す
。

　
大
中
五
年
正
月
に
曁
び
、
白
達
山
に
於
い
て
宴
坐
す
。
溟
州
都
督
金
公
仍
り
て
請
う
て

山
寺
に
住
せ
し
む
。
一
た
び
林
中
に
坐
す
る
や
四
十
餘
載
。
列

松
を
ば
行
道
の
廊
と
為
し
、
平
石
を
ば
安
禅
の
座
と
作
せ
り
。

　
問
う
有
り
、
如
何
な
る
か
是
れ
祖
師
意
。
答
え
て
曰
く
、
六
代
曽
つ
て
失
せ
ず
。

　
又
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
納
僧
の
務
む
る
所
。
答
え
て
曰
く
、
佛
の
階
級
を
踏
む
こ
と
莫
れ
。
切
に
忌
む
他
に
随
っ
て
悟
る
こ
と
を
。
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咸
通
十
二
年
三
月
、
景
文
大
王
、
廣
明
元
年
、
憲
康
大
王
、
光
啓
三
年
、
定
康
大
王
、
三
王
並
び
に
皆
な
特
に
御
礼
を
延（
原
作
迂
）べ
、
遙
か
に
欽
仰
を
申

ほ
っ

つ

べ
、
國
師
に
封
ぜ
ん
と
擬
す
。
各
お
の
中
使
を
差
し
て
迎
え
て
京
師
に
赴
か
し
め
ん
と
す
。
大
師
久
し
く
堅
貞
を
薀
む
。

乎
と
し
て
赴
か
ず
。

　
忽
ち
文
徳
二
年
已
酉
四
月
末
に
於
い
て
、
門
人
を
召
し
て
曰
く
、
吾
將
に
他
往
せ
ん
と
す
。
今
須
ら
く
永
訣
す
べ
し
。
汝
等
世
情
、
淺
意
を
以
て
乱
動
悲

傷
す
る
こ
と
莫
れ
。
但
だ
自
ら
心
を
修
し
て
宗
旨
を
墜
さ
ざ
れ
、
と
。
即
ち
五
月
一
日
を
以
て
右
脇
累
足
し
、

山
寺
の
上
房
に
示
滅
せ
り
。
春
秋
八
十
、
僧

夏
六
十
、
謚
号
通
暁
大
師
、
塔
は
延

の
塔
と
名
づ
く
。

あ
ん
ろ
く

　
普
化
和
尚
、
盤
山
に
嗣
ぐ
、
鎮
州
に
在
り
。
未
だ
行
録
を
観
ざ
れ
ば
化
縁
の
始
終
を
決
せ
ず
。

な

　
師
、
市
裏
に
在
っ
て
馬
歩
便
に
遇
見
し
、
便
ち
相
撲
の
勢
を
作
せ
り
。
馬
歩
使
便
ち
打
つ
こ
と
五
棒
す
。
師
云
く
、
似
た
る
こ
と
は
則
ち
似
た
る
も
、
是

な
る
こ
と
は
則
ち
是
な
ら
ず
。

　
　
師
は
市
中
で
馬
歩
使
に
出
会
う
と
相
撲
を
と
る
格
好
を
し
た
。す
る
と
馬
歩
使
は
五
棒
く
ら
わ
せ
る
。師
が
云
う
、ら
し
い
こ
と
は
ら
し
い
け
れ
ど
も
、

そ
う
か
と
い
え
ば
そ
う
で
は
な
い
。

・
便
作
相
撲
勢
　
原
文
に
は
作
の
字
が
な
い
。

・
馬
歩
使
　
馬
歩
軍
の
指
揮
官
。

ひ 

ご 

ろ

　
師
、
尋
常
暮
れ
て
は
塚
間
に
宿
り
、
朝
に
は
城
市
に
遊
び
、
鈴
を
把
っ
て
云
く
、
明
頭
に
来
た
る
も
也
た
打
ち
、
暗
頭
に
来
た
る
も
也
た
打
つ
、
と
。
林

際
和
尚
、
此
の
消
息
を
聞
き
、
侍
者
を
し
て
師
を
探
ら
し
む
。
侍
者
来
た
り
て
師
に
問
え
り
、
明
な
ら
ず
暗
な
ら
ざ
る
時
、
事
作
摩
生
。
師
曰
く
、
明
日
大

悲
院
に
齋
有
り
。
侍
者
帰
り
来
た
っ
て
林
際
に
挙
似
す
。
便
ち
歓
喜
し
て
云
く
、
作
摩
生
か
他
を
見
る
こ
と
を
得
ん
。
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久
し
き
に
非
ざ
る
の
間
に
し
て
、
普
化
自
ら
林
際
に
上
来
せ
り
。
林
際
便
ち
歓
喜
し
て

食
を
排
批
し
、
對
坐
し
て
喫
せ
り
。
師
は
只
だ
是
れ
下
底
の
物

な

の
み
惣
に
喫
却
せ
り
。
林
際
云
く
、
普
化
は
食
を
喫
す
る
こ
と
一
頭
の
驢
に
似
た
り
。
師
便
ち
座
を
下
り
、
両
手
も
て
地
を
托
し
て
便
ち
驢
聲
を
造
せ
り
。
林

際
無
語
。
師
云
く
、
林
際
は
厮
兒
、
只
だ
一
隻
眼
を
具
す
る
の
み
。

ま
か

　
後
、
人
有
っ
て
長
慶
に
挙
似
す
。
長
慶
林
際
に
代
わ
り
語
を
進
め
て
云
く
、
也
た
且
く
従
す
。
更
に
作
摩
生
。
又
普
化
に
代
わ
っ
て
云
く
、
長
老
が
此
の

一
問
を
申
ぶ
る
こ
と
を
被
り
、
直
に
酩
酩
酊
酊
な
る
こ
と
を
得
た
り
。

　
　
師
は
ひ
ご
ろ
日
が
暮
れ
る
と
墓
場
に
や
ど
り
、
朝
に
な
る
と
市
中
に
遊
ん
で
、
鈴
を
持
ち
な
が
ら
云
う
の
だ
っ
た
、
明
頭
に
来
て
も
打
つ
、
暗
頭
に
来

て
も
打
つ
。
林
際
和
尚
が
こ
の
話
を
聞
い
て
侍
者
に
師
を
探
ら
せ
た
。
侍
者
が
来
て
師
に
問
う
、
明
で
も
な
く
暗
で
も
な
い
時
は
、
事
は
ど
う
で
す
か
。

師
が
云
う
、
明
日
大
悲
院
で
齋
会
が
あ
る
。
侍
者
は
も
ど
っ
て
林
際
に
挙
似
す
る
。
す
る
と
林
際
は
歓
喜
し
て
云
う
、
ど
う
し
た
ら
こ
の
男
に
会
え
る
か

な
。

　
　
ほ
ど
も
な
く
、
普
化
の
方
か
ら
林
際
に
や
っ
て
来
た
。
林
際
は
歓
喜
し
て
食
事
を
し
つ
ら
え
、
対
座
し
て
食
べ
た
。
師
は
お
か
ず
だ
け
を
食
べ
に
食
べ

る
。
林
際
が
云
う
、
普
化
の
食
べ
ぶ
り
は
ロ
バ
そ
っ
く
り
だ
。
す
る
と
師
は
座
を
お
り
て
、
両
手
を
地
に
つ
い
て
ロ
バ
の
鳴
き
声
を
あ
げ
た
。
林
際
は
無

語
で
あ
る
。
師
が
云
う
、
林
際
は
小
せ
が
れ
、
片
目
あ
る
の
み
。

　
　
の
ち
あ
る
人
が
こ
の
話
を
長
慶
に
提
示
し
た
。
長
慶
は
林
際
の
無
語
に
代
わ
っ
て
語
を
進
め
て
云
う
、
ま
あ
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
お
こ
う
、
そ
れ
か
ら

先
は
ど
う
だ
。
今
度
は
普
化
に
代
わ
っ
て
云
う
、
あ
な
た
に
こ
の
一
問
を
問
わ
れ
て
す
っ
か
り
酩
酊
い
た
し
ま
し
た
。

・
明
頭
来
也
打
暗
頭
来
也
打
　
普
化
の
こ
の
遊
戯
の
話
は
臨
済
録
に
も
出
て
い
る
。
入
矢
義
高
「
明
と
暗
」（『
空
花
集
』
八
八
頁
）参
照
。

　
林
際
又
た
問
う
、
大
悲
の
菩
薩
、
身
を
分
か
つ
こ
と
千
百
億
、
便
ち
現
ぜ
ん
こ
と
を
請
う
。
師
便
ち
地
に
卓
子
を
擲
ち
、
便
ち
舞
う
勢
を
作
し
て
、
吽
吽

と
云
っ
て
便
ち
去
る
。

　
　
林
際
が
ま
た
問
う
、
大
悲
の
菩
薩
は
千
百
億
に
分
身
す
る
。
ど
う
か
現
れ
た
ま
え
。
師
は
机
を
地
に
な
げ
う
ち
、
舞
い
の
様
子
を
し
て
吽
吽
と
い
っ
て
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出
て
行
く
。

　
又
た
林
際
上
堂
し
、
師
、
侍
立
す
る
次
い
で
、
一
僧
有
っ
て
面
前
に
在
り
て
立
て
り
。
師
、
驀
に
林
際
の
前
に
推
倒
せ
り
。
林
際
便
ち
杖
子
を
把
っ
て
打

つ
こ
と
三
下
せ
り
。
師
云
く
、
林
際
は
廝
兒
、
只
一
隻
眼
を
具
す
る
の
み
。

　
　
ま
た
、
林
際
が
上
堂
し
、
師
が
侍
立
し
た
と
き
、
あ
る
僧
が
師
の
面
前
に
立
っ
て
い
た
。
師
は
真
っ
向
か
ら
そ
の
僧
を
林
際
の
前
に
お
し
倒
し
た
。
す

る
と
林
際
は
杖
で
三
度
た
た
い
た
。
師
が
云
う
、
林
際
は
小
せ
が
れ
、
片
目
あ
る
の
み
。

　
又
た
林
際
、
師
と
聖
僧
を
看
る
次
い
で
、
林
際
云
く
、
是
れ
凡
か
、
是
れ
聖
か
。
師
云
く
、
是
れ
聖
。
林
際
便
ち
咄
と
喝
せ
り
。
師
は
便
ち
撫
掌
大

せ

り
。　

　
ま
た
、
林
際
が
師
と
と
も
に
聖
僧
を
観
て
い
た
と
き
、
林
際
が
云
っ
た
、
凡
夫
か
、
聖
者
か
。
師
が
云
う
、
聖
者
だ
。
す
る
と
林
際
は
咄
と
ど
な
っ
た
。

師
は
手
を
う
っ
て
大
笑
し
た
。

　
師
、
一
日
を
得
て
、
手
に
凾
板
を

げ
、
郭
を
遶
り
て
人
に
辞
し
て
云
く
、
我
は
遷
化
し
去
ら
ん
。
衆
人
雲
集
し
て
相
随
え
り
。
東
門
よ
り
し
て
出
で
て

云
く
、
今
日
は
好
か
ら
ず
。
二
日
南
門
、
三
日
西
門
に
せ
し
に
、
人
衆
漸
く
少
く
し
て
信
ぜ
ず
。
第
四
日
、
北
門
よ
り
し
て
出
ず
る
に
、
更
に
一
人
の
之
に

随
う
無
し
。
自
ら

門
を

し
て
卒
せ
り
。

　
　
師
は
あ
る
日
、
手
で
棺
桶
を
さ
さ
げ
持
ち
、
外
城
を
め
ぐ
っ
て
人
々
に
告
げ
て
云
っ
た
、
わ
た
し
は
遷
化
し
に
行
く
ん
だ
。
人
々
は
雲
集
し
て
つ
い
て

行
っ
た
。
師
は
東
門
か
ら
出
て
云
う
、
今
日
は
具
合
が
わ
る
い
。
二
日
目
に
は
南
門
で
、
三
日
目
に
は
西
門
で
そ
う
す
る
と
、
人
々
は
だ
ん
だ
ん
と
少
な

く
な
り
、
誰
も
信
じ
な
く
な
っ
た
。
四
日
目
北
門
か
ら
出
る
と
、
も
う
一
人
も
つ
い
て
来
る
も
の
が
な
か
っ
た
。
師
は
自
分
で
墓
の
門
を
煉
瓦
で
塞
ぐ
と
、

遷
化
し
た
。
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嵩
厳
山
聖
住
寺
故
両
朝
國
師
、
麻
谷
に
嗣
ぐ
、
法
号
は
無
染
、
慶
州
の
人
な
り
。
俗
姓
は
金
氏
、
武
烈
大
王
を
以
て
八
代
の
祖
と
為
す
。
大
父
、
名
は
周

州
、
品
は
眞
骨
に
在
り
、
位
は
韓
粲
に
居
す
。
高
曽
皆
な
相
と
為
り
将
と
為
る
。
父
、
範
清
と
名
づ
く
。
族
品
は
眞
骨
よ
り
降
る
も
の
一
等
、
郷
談
の
得
難

な
り
。
母
華
氏
夢
に
脩
臂
の
天
人
の
藕
花
を
垂
授
す
る
を
感
じ
、
此
れ
に
因
り
て
娠
有
り
。
又
の
時
に
夢
中
に
胡
の
道
人
の
十
戒
を
授
け
て
胎
教
を
為
せ
り
。

朞
を
過
ぎ
て
誕
せ
り
。

　
十
二
歳
を
以
て
雪
岳
の
五
色
石
寺
に
落
染
す
。
法
性
禅
師
な
る
有
り
。
嘗
て
楞
伽
の
門
を
其
の
中
夏
に
扣
け
り
。
大
師
は
師
に
事
う
る
も
の
数
年
。

　
長
慶
の
初
め
入
唐
し
、
佛
爽
寺
に
到
り
て
道
を
如
満
に
問
え
り
。
江
西
の
印
を
印
可
す
。
而
も
應
對
に
慙
ず
る
色
有
り
。
曰
く
、
吾
は
人
を
閲
す
る
こ
と

多
し
、
是
く
の
如
き
東
國
の
人
有
る
こ
と
罕
な
り
。
他
日
、
中
國
失
禅
の
時
、
将
に
之
を
東
夷
に
問
わ
ん
と
す
、
と
。

　
又
、
麻
谷
寶
徹
和
尚
の
處
に
到
る
。
服
勤
執
役
す
る
に
擇
ぶ
所
有
る
こ
と
無
し
。
人
の
難
し
と
す
る
所
の
者
は
必
ず
能
く
之
を
易
し
と
す
。
衆
人
目
し
て

曰
く
、
禅
門
の
中
、
異
徳
高
行
な
り
と
。
徹
公
曰
く
、
我
が
師
、
馬
和
尚
、
我
に
訣
し
て
曰
く
、
若
し
東
人
の
目
撃
す
可
き
者
を
得
ば
、
田　　犬
渠
道
中
、
慧
水

お
お

を
し
て
丕
い
に
海
隅
を
冒
わ
し
め
よ
。
徳
を
為
す
こ
と
淺
き
に
非
じ
、
と
。
師
の
言
耳
に
在
り
、
吾
は
汝
の
来
た
る
を
喜
ぶ
。
今
印
し
て
禅
侯
に
東
土
に
冠

た
ら
し
む
。
往
け
欽
な
る
か
な
。

　
已
に
心
珠
を
麻
谷
に
得
、
會
昌
六
年
本
國
に
廻
帰
せ
り
。

　
大
中
元
年
、
始
め
て
嵩
厳
山
聖
住
寺
に
就
居
す
。
僧
徒
千
衆
、
名
十
方
に
震
う
。
是
に
於
い
て
大
師
、
珠
を
嵩
厳
寺
内
に
吐
き
、
印
を
祖
師
根
中
に
授
く
。

是
れ
に

り
て
両
朝
の
聖
主
、
天
冠
地
辺
に
傾
き
、
一
國
の
臣
寮
頭
面
も
て
足
下
に
礼
す
。

　
大
師
禅
定
の
餘

、
求
め
に
應
ず
る
の
機
縁
。

　
人
有
り
て
問
う
て
曰
く
、
無
舌
土
中
、
師
無
く
弟
無
し
。
何
が
故
に
西
天
二
十
八
代
よ
り
唐
代
六
祖
に
至
る
ま
で
、
燈
を
傳
え
て
相
照
ら
し
、
今
に
至
る

ま
で
絶
え
ざ
る
や
。
答
え
て
曰
く
、
皆
な
是
れ
世
上
流
布
な
り
、
故
に
正
傳
な
ら
ず
。
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問
う
て
曰
く
、
一
祖
師
中
、
二
土
を
具
す
る
や
。
答
え
て
曰
く
、
然
り
。
是
の
故
に
仰
山
云
く
、
両
口
、
一
は
無
舌
、
即
ち
是
れ
吾
が
宗
旨
な
り
と
。

・
禅
門
撮
要
下
の
中
の
宝
蔵
上
に
、
海
東
無
染
國
師
無
舌
土
論
と
し
て
引
く
も
の
を
参
照
。

　
問
う
て
曰
く
、
一
祖
師
中
、
二
土
を
具
す
る
こ
と
如
何
ん
。
答
え
て
曰
く
、
正
傳
の
禅
根
は
法
を
求
め
ず
、
故
に
師
も
亦

せ
ず
。
是
れ
無
舌
土
と
為
す
。

實
に
法
を
求
む
る
の
人
に
應
じ
て
、
名
言
の
説
を
假
る
こ
と
を
用
う
、
是
れ
有
舌
土
と
名
づ
く
。

　
然
う
し
て
則
ち
文
孝
康
王
は
以
て
國（
原
作
事
）師
と
為
す
。
然
る
後
、
定
康
大
王
、
位
に
即
き
、
皆
な
前
規
を
承
け
て
奉
迎
せ
り
。
然
り
而
う
し
て
年
、
九

十
に
當
り
、
闕
に
上
る
能
わ
ず
。
國
師
、
文
徳
元
年
暢
月
二
十
七
日
を
以
て
示
滅
す
。
謚
号
大
朗
慧
大
師
白
月
葆
光
の
塔
。

あ
ん
ろ
く

　
天
龍
和
尚
、
大
梅
に
嗣
ぐ
、
未
だ
行
録
を
観
ざ
れ
ば
化
縁
の
始
終
を
決
せ
ず
。

　
正
原
和
尚
、
五
洩
に
嗣
ぐ
、
同
じ
く
亀
山
に
住
す
。
姓
は
蔡
、
宣
州
南
陵
縣
の
人
な
り
。
貞
元
十
五
年
、
當
州
の
藉
山
に
落
髪
せ
り
。
元
和
丁
酉
の
歳
、
建

ま
ま

わ
か

あ
ら
わ

州
乾
元
寺
に
受
具
せ
り
。
師
は
霊
苗
間
出
で
、
道
器
混
成
す
。
桂
芳
少
く
し
て
以
て
香
を
呈
し
、
松
栢
新
た
に
し
て
而
し
て
節
を
見
す
。
始
め
稚
子
よ
り
朋

遊
に
狎
せ
ず
。
會
稽
の

林
を
尋
ね
て
五
洩
の
密
印
に
喫
え
り
。

・
同
住
亀
山
　
伝
灯
録
巻
十
亀
山
正
原
禅
師
の
条
に
よ
れ
ば
亀
山
の
第
二
世
が
正
原
で
あ
る
。同
じ
く
巻
九
の
亀
山
智
眞
が
亀
山
を
開

し
た
と

あ
る
。
同
住
し
た
の
は
智
眞
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
祖
堂
集
の
こ
の
段
に
は
両
禅
師
の
偈
が
混
在
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

や

　
師
、
偈
有
り
て
曰
く
、
滄
溟
幾
度
か
桑
田
に
変
り
し
も
、
唯
だ
虚
空
有
っ
て
獨
り
湛
然
た
り
。
已
に
岸
に
到
り
し
人
は
筏
を
恋
う
こ
と
を
休
め
よ
、
未
だ
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六
九
九

曽
つ
て
度
ら
ざ
る
者
は
舟
を
須
い
る
に
任
す
。

　
又
云
く
、
師
を
尋
ね
て
認
得
せ
り
本
心
源
、
両
岸
倶
に
玄
に
し
て
一
は
全
か
ら
ず
。
是
れ
佛
に
し
て
何
ぞ
須
い
ん
更
め
て
佛
を
求
む
る
こ
と
を
、
只
だ
此

れ
に
従
う
に
因
っ
て
便
ち
言
を
忘
る
。

・
両
岸
倶
玄
一
不
全
　
わ
か
り
に
く
い
一
句
で
あ
る
が
、
中
論
観
四
諦
品
の
「
若
不
依
俗
諦
、
不
得
第
一
義
。
不
得
第
一
義
、
則
不
得
涅
槃
」
と

い
う
偈
に
現
れ
て
い
る
よ
う
な
思
想
を
下
敷
き
に
し
て
考
え
れ
ば
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

や

　
又
云
く
、
忍
仙
林
下
坐
禅
せ
し
時
、
曽
つ
て
歌
王
の
四
支
を
截
つ
こ
と
を
被
れ
り
。
況
や
我
が
聖
明
此
の
事
無
し
、
只
だ
道
う
を
休
め
し
む
る
も
亦
何
を

か
悲
し
ま
ん
。

・
忍
仙
云

云

　
仏
が
か
つ
て
忍
辱
仙
人
と
な
っ
て
歌
利
王
に
身
体
を
割
か
れ
た
話
し
。
金
剛
経
な
ど
に
で
る
。
な
お
こ
の
偈
は
、
伝
灯
録
に
お
い
て

は
亀
山
智
眞
の
も
の
と
さ
れ
、「
値
武
宗
澄
汰
、
有
偈
二
首
示
衆
曰
」
と
し
て
出
さ
れ
る
二
偈
の
一
で
あ
る
。

　
又
云
く
、
心
は
本
よ
り
塵
を
絶
す
何
ぞ
洗
う
こ
と
を
用
い
ん
、
身
中
に
病
無
し
豈
に

を
求
め
ん
や
。
是
れ
佛
に
し
て
身
處
に
非
ざ
る
こ
と
を
知
ら
ん
と

う
つ

欲
す
れ
ば
、
明
鏡
高
く
懸
か
り
て
未
だ
照
さ
ざ
る
時
。

・
こ
の
偈
も
伝
灯
録
で
は
智
眞
の
も
の
と
さ
れ
る
。

お 

よ 

そ

　
師
は
亨
齢
七
十
八
、
僧
と
為
る
も
の
五
十
四
夏
、
勅
し
て
性
空
大
師
恵
観
の
塔
と
謚
す
。
後
、
天
祐
二
年
龍
集
乙
丑
八
月
、

王
重
ね
て
塔
を
建
つ
。
凡
是

國
家
の
祈
祷
、
生
民
に
霊
應
し
、
今
に
至
る
迄
、
香
燈

を
続
ぐ
。
天
龍
仰
ぎ
衛
り
、
士

傾

す
。
亀
山
の
二
眞
身
と
号
す
。
梁
の
開
平
四
年
庚
午
の
歳

に
至
り
、
省

碑
文
を
製
せ
り
。
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芙
蓉
和
尚
、
帰
宗
に
嗣
ぐ
、
福
州
に
在
り
、
師
、
諱
は
霊
訓
、
福
州
候
官
縣
の
人
な
り
。
姓
は
危
。は

　
初
め
て
帰
宗
に
参
見
し
て
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
佛
。
宗
云
く
、

に
向
か
っ
て
道
わ
ば

は
還
た
信
ず
る
や
。
對
え
て
曰
く
、
和
尚
若
し
道
わ
ば
那

ぞ
敢
え
で
信
ぜ
ざ
ら
ん
。
宗
云
く
、
信
ず
れ
ば
即
ち
是
れ
佛
な
り
。
即
ち
汝
便
ち
是
れ
。
師
云
く
、
如
何
ん
が
保
任
せ
ん
。
宗
云
く
、
一
翳
目
に
在
れ
ば
空

花
乱
堕
す
。
師
、
玄
旨
を
領
受
し
便
ち
芙
蓉
を
創
む
。
住
持
す
る
こ
と
厳
整
に
し
て
海
内
名
を
聞
け
り
。
入
滅
の
後
、
勅
し
て
弘
照
大
師
圓
相
の
塔
と
謚
す
。

・
信
即
是
佛
　
こ
の
一
句
は
伝
灯
録
の
同
じ
問
答
の
中
に
は
な
い
。

・
一
翳
在
目
空
花
乱
堕
　
眼
に
ち
ょ
っ
と
で
も
病
が
あ
る
と
ま
ぼ
ろ
し
の
花
が
空
中
を
み
だ
れ
飛
ぶ
。
臨
済
録
に
「
金
屑
雖
貴
、
落
眼
成
翳
」
と

あ
る
の
を
参
照
。

　
岑
和
尚
、
南
泉
に
嗣
ぐ
、
湖
南
に
在
り
。
未
だ
實
録
を
覩
ざ
れ
ば
化
縁
の
始
終
を
決
せ
ず
。

な

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
諸
佛
の
師
。
師
云
く
、
直
き
を

し
て
曲
が
れ
る
と
作
す
可
か
ら
ず
。

　
　
問
う
、
何
が
諸
佛
の
師
で
す
か
。
師
が
云
う
、
ま
っ
す
ぐ
な
も
の
を
折
っ
て
曲
が
っ
た
も
の
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
向
上
の
一
路
。
師
云
く
、
一
里
二
里
。
僧
云
く
、
請
う
師
道
え
。
師
云
く
、
三
里
四
里
。

お

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
學
人
の
心
。
師
云
く
、
盡
十
方
世
界
是
れ
汝
が
心
。
僧
云
く
、
与
摩
な
ら
ば
則
ち
學
人
、
身
を
著
く
處
無
し
。
師
云
く
、
是
れ

汝
の
身
を
著
く
處
な
り
。
僧
云
く
、
如
何
な
る
か
是
れ
學
人
の
身
を
著
く
處
。
師
云
く
、
大
海
は
水
深
く
又
更
に
深
し
。
僧
云
く
、
學
人
會
せ
ず
。
師
云
く
、

魚
龍
出
没
し
昇
沈
す
る
に
任
す
。
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問
う
、
何
が
わ
た
し
の
心
で
し
ょ
う
か
。
師
が
云
う
、
盡
十
方
世
界
が
お
前
の
心
だ
。
僧
が
云
う
、
だ
と
す
る
と
わ
た
し
に
は
身
の
置
き
ど
こ
ろ
が
あ

り
ま
せ
ん
。
師
が
云
う
、
お
前
の
身
の
置
き
ど
こ
ろ
だ
。
僧
が
云
う
、
何
が
わ
た
し
の
身
の
置
き
ど
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
師
が
云
う
、
大
海
は
水
深
く
さ

ら
に
さ
ら
に
深
い
。
僧
が
云
う
、
わ
た
し
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
師
が
云
う
、
魚
龍
が
出
没
し
昇
沈
す
る
ま
ま
だ
。

・
大
海
水
深
云

云

　
盡
十
方
世
界
是
汝
心
な
る
心
海
に
す
っ
ぽ
り
と
身
を
お
い
た
ら
ど
う
か
。

　
問
う
、
古
人
言
有
り
、
動
は
是
れ
法
王
の
苗
、
寂
は
是
れ
法
王
の
根
な
り
と
。
如
何
な
る
か
是
れ
法
王
の
根
。
師
は
露
柱
を
指
し
て
云
く
、
何
ぞ
大
士
に

問
取
せ
ざ
る
。
僧
云
く
、
如
何
な
る
か
是
れ
法
王
の
苗
。
師
云
く
、
什
摩
と
道
う
ぞ
、
什
摩
と
道
う
ぞ
。

　
　
問
う
、
古
人
が
云
っ
て
お
り
ま
す
。
動
は
法
王
の
苗
で
あ
り
、
寂
は
法
王
の
根
で
あ
る
と
。
何
が
法
王
の
根
で
し
ょ
う
か
。
師
は
露
柱
を
指
さ
し
て
云

う
、
ど
う
し
て
大
士
に
問
わ
な
い
の
だ
。
僧
が
云
う
、
何
が
法
王
の
苗
で
し
ょ
う
か
。
師
が
云
う
、
な
に
、
な
に
。

・
古
人
　
不
明
。

・
動
是
法
王
苗
云

云

　
動
寂
、
苗
根
は
い
わ
ゆ
る
用
と
躰
に
当
た
る
で
あ
ろ
う
。

　
問
う
、
學
人
地
に
據
ら
ざ
る
時
如
何
ん
。
師
云
く
、
什
摩
の
處
に
向
か
っ
て
安
身
立
命
せ
ん
。
師
云
く
、
學
人
却
っ
て
地
に
據
る
時
如
何
ん
。
師
云
く
、
死

屍
を

き
出
だ
せ
。

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
本
来
の
地
。
師
云
く
、
一
歩
両
歩
。
僧
云
く
、
本
来
の
地
、
是
れ
地
な
り
や
、
是
れ
地
な
ら
ざ
る
や
。
師
云
く
、
三
歩
四
歩
。

そ 

も 

さ 

ん

　
會
和
尚
云
く
、
未
だ
諸
聖
有
ら
ざ
る
已
前
作
摩
生
。
師
云
く
、
魯
祖
開
堂
し
亦
た
師
僧
の
与
に
東
話
西
話
せ
り
。

　
　
會
和
尚
が
云
う
、
い
ま
だ
諸
聖
が
い
な
か
っ
た
以
前
、
ど
う
で
す
か
。
師
が
云
う
、
や
は
り
魯
祖
和
尚
が
開
堂
し
て
、
師
僧
に
向
か
っ
て
あ
れ
こ
れ
話
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を
さ
れ
た
も
の
で
す
。

・
會
和
尚
　
東
寺
如
會
。

　
三
聖
和
尚
問
う
、
請
う
和
尚
向
上
を
説
け
。
師
云
く
、
闍
梨
眼
瞎
し
耳
聾
し
て
什
摩
を
か
作
す
。

・
三
聖
和
尚
　
後
に
も
出
る
。

は

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
玄
旨
。
師
云
く
、
虚
空
道
い
得
。
僧
云
く
、
虚
空
常
に
道
う
、
還
た
断
ず
る
時
有
り
や
。
師
云
く
、
徒
に
念
静
を
労
す
。

・
徒
労
念
静
　
住
心
銘
に
「
不
識
玄
旨
、
徒
労
念
静
」
と
あ
る
。

　
問
う
、
請
う
和
尚
道
え
。
師
云
く
、
重
ね
て
道
う
可
か
ら
ず
。

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
沙
門
の
眼
。
師
云
く
、
長
長
に
出
ず
る
こ
と
得
ず
。
又
云
く
、
佛
と
成
り
祖
と
成
る
も
出
ず
る
こ
と
得
ず
。
六
道
に
輪
廻
す
る

い 

ぶ 

か

も
亦
た
出
ず
る
こ
と
得
ず
。
汝
道
え
、
什
摩
を
か
出
ず
る
こ
と
得
ざ
る
。
僧
便
ち
問
う
、
未
審
し
、
什
摩
を
か
出
ず
る
こ
と
得
ざ
る
。
師
云
く
、
昼
に
は
日

を
見
、
夜
に
は
星
を
見
る
。
僧
云
く
、
學
人
會
せ
ず
。
師
云
く
、
妙
高
な
る
山
色
青
く
又
青
し
。

　
　
問
う
、
何
が
沙
門
の
眼
で
し
ょ
う
か
。
師
が
云
う
、
と
こ
し
な
え
に
出
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
又
云
う
、
仏
と
な
り
祖
と
な
っ
て
も
出
る
こ
と
が
で
き

な
い
し
、
六
道
に
輪
廻
し
て
も
出
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
云
っ
て
見
な
さ
い
、
何
か
ら
出
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
を
。
そ
こ
で
僧
が
問
う
、
何
か
ら
出
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
師
が
云
う
、
昼
に
は
日
を
見
、
夜
に
は
星
を
見
る
。
僧
が
云
う
、
わ
た
し
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
。
師
が
云
う
、
妙

高
な
る
山
色
は
青
い
が
上
に
も
青
い
。

・
こ
の
問
答
は
、
伝
灯
録
で
は
、「
盡
十
方
世
界
是
沙
門
眼
」
で
は
じ
ま
る
有
名
な
上
堂
の
あ
と
に
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
上
堂
の
語
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を
参
照
し
な
が
ら
理
解
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
異
類
。
師
云
く
、
尺
短
寸
長
、
寸
長
尺
短
。

・
尺
短
寸
長
　
楚
辞
ト
居
に
云
う
「
尺
有
所
短
、
寸
有
所
長
」。
人
間
の
物
差
し
で
は
は
か
れ
な
い
、
負
の
世
界
。

　
問
う
、
上
上
の
人
、
相
見
す
る
時
如
何
ん
。
師
云
く
、
死
人
の
手
の
如
し
。
如
何
な
る
か
是
れ
上
上
人
の
行
李
の
處
。
師
云
く
、
死
人
の
眼
の
如
し
。

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
無
情
説
法
。
師
、
東
辺
の
露
柱
を
指
し
て
云
く
、
這
个
の
師
僧
説
き
得
。
僧
云
く
、
什
摩
人
か
聞
く
こ
と
を
得
る
。
師
、
西
辺

は

の
露
柱
を
指
し
て
云
く
、
這
个
の
師
僧
聞
く
こ
と
を
得
。
僧
云
く
、
師
は
還
た
聞
く
や
。
師
云
く
、
我
れ
若
し
聞
か
ば
則
ち
誰
を
し
て
か
挙
せ
し
め
ん
。

　
　
問
う
、
無
情
説
法
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
し
ょ
う
か
。
師
は
東
が
わ
の
露
柱
を
さ
し
て
云
う
、
こ
の
お
坊
さ
ん
が
説
き
得
る
。
僧
が
云
う
、
誰
が
聞
く

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
か
。
師
は
西
が
わ
の
露
柱
を
指
さ
し
て
云
う
、
こ
の
お
坊
さ
ん
が
聞
き
得
る
。
僧
が
云
う
、
和
尚
さ
ん
に
は
聞
こ
え
ま
す
か
。
師

が
云
う
、
わ
し
に
も
し
聞
こ
え
た
ら
誰
に
無
情
説
法
の
話
を
と
り
あ
げ
さ
せ
る
か
。

・
巻
三
慧
忠
国
師
の
伝
に
「
禅
客
曰
、
無
情
既
有
心
、
還
解
説
法
也
無
。
師
曰
、
他
熾
然
説
、
恒
説
常
説
、
無
有
間
歇
。
禅
客
曰
、
某
甲
為
什
摩

不
聞
。
師
曰
、
汝
自
不
聞
、
不
可
妨
他
有
聞
者
。
進
曰
、
誰
人
得
聞
。
師
曰
、
諸
聖
得
聞
。
禅
客
曰
、
与
摩
則
衆
生
応
無
分
也
。
師
曰
、
我
為

衆
生
説
、
不
可
為
他
諸
聖
説
。
禅
客
曰
、
其
甲
愚
昧
聾
月

、
不
聞
無
情
説
法
。
和
尚
是
為
人
天
師
、
説
般
若
波
羅
密
多
、
得
聞
無
情
説
法
不
。
師

曰
、
我
亦
不
聞
。
進
曰
、
和
尚
為
什
摩
不
聞
。
師
曰
、
頼
我
不
聞
無
情
説
法
。
我
若
聞
無
情
説
法
、
我
則
同
於
諸
聖
。
汝
若
為
得
見
我
及
聞
我

説
法
乎
。
禅
客
曰
、
一
切
衆
生
畢
竟
還
得
聞
無
情
説
法
不
。
師
曰
、
衆
生
若
聞
、
即
非
衆
生
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

　
師
、
衆
に
示
し
て
云
く
、
富
貴
な
る
と
き
は
則
ち
易
く
、
貧
窮
な
る
と
き
は
則
ち
難
し
。
又
云
く
、
今
時
の
禅
師
、
只
だ
天
子
を
識
得
す
る
の
み
に
し
て
、
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終
に
未
だ
天
子
と
作
ら
ざ
る
已
前
を
識
せ
ず
。

　
　
師
は
衆
に
示
し
て
云
わ
れ
た
、富
貴
で
あ
る
と
き
に
そ
れ
を
見
て
と
る
の
は
た
や
す
い
が
、貧
窮
で
あ
る
と
き
に
そ
れ
を
見
て
と
る
こ
と
は
む
つ
か
し

い
。
ま
た
云
う
、
今
時
の
禅
師
は
、
天
子
を
見
て
と
る
だ
け
で
、
決
し
て
天
子
と
な
ら
な
い
以
前
を
見
て
と
ら
な
い
。

や

な

　
師
、
勧
學
の
偈
に
曰
く
、
万
丈
の
竿
頭
未
だ
休
む
を
得
ず
、
堂
堂
と
し
て
路
有
る
も
人
の
遊
ぶ
少
し
。
禅
師
南
泉
に
達
し
去
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
、
万
目
の

青
山
万
万
の
秋
。

ほ
っ

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
平
常
心
。
師
云
く
、
眠
ら
ん
と
要
す
れ
ば
則
ち
眠
り
、
坐
ら
ん
と
要
す
れ
ば
則
ち
坐
る
。
僧
云
く
、
學
人
不
會
。
師
云
く
、
火

け
れ
ば
則
ち
凉
を
取
り
、
寒
け
れ
ば
則
ち
火
に
向
か
う
。

　
問
う
、
人
有
っ
て
和
尚
に
問
え
ば
、
和
尚
は
則
ち
問
に
随
っ
て
答
話
す
。
惣
に
人
の
問
う
こ
と
無
き
時
、
和
尚
は
如
何
ん
。
師
云
く
、
困
す
れ
ば
則
ち
睡

い 

ず 
れ

り
、
健
な
れ
ば
則
ち
起
つ
。
僧
云
く
、
學
人
を
し
て
什
摩
の
處
に
向
か
っ
て
か
會
せ
し
む
る
。
師
云
く
、
夏
天
は
赤
骨
の
身
、
冬
天
は
須
く
被
を
得
べ
し
。

な

　
問
う
、
南
泉
遷
化
し
て
什
摩
の
處
に
向
か
っ
て
か
去
る
。
師
云
く
、
東
家
に
驢
と
作
り
、
西
家
に
馬
と
作
る
。
僧
云
く
、
學
人
不
會
。
師
云
く
、
騎
ら
ん

ほ
っ

と
要
す
れ
ば
則
ち
騎
り
、
下
ら
ん
と
要
す
れ
ば
則
ち
下
れ
。

　
師
、
松
竹
を
斫
る
人
を
誡
め
、
偈
あ
り
て
曰
く
、
千
年
の
竹
、
万
年
の
松
、
枝
枝
葉
葉
盡
く
皆
同
じ
。
為
に
報
ず
四
方
参
學
の
者
、
手
を
動
か
せ
ば
祖
翁

お
か

を
觸
す
に
非
ざ
る
は
な
し
。

・
祖
翁
　
伝
灯
録
で
は
祖
公
と
な
っ
て
い
る
。
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師
、
投
機
の
偈
に
曰
く
、
處
處
眞
に
し
て
處
處
眞
な
り
、
塵
塵
盡
く
是
れ
本
来
人
。
眞
實
に
説
く
時
は
聲
現
ぜ
ず
、
正
躰
堂
堂
と
し
て
身
を
没
却
す
。

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
西
来
の
祖
教
。
師
、
良
久
す
。
學
人
敢
え
て
進
語
せ
ず
。

ゆ

ま
み

　
師
、
侍
者
を
し
て
會
和
尚
の
處
に
去
き
て
問
わ
し
む
、
和
尚
南
泉
に
見
え
し
後
如
何
ん
。
會
和
尚
良
久
す
。
侍
者
進
み
て
云
く
、
未
だ
南
泉
に
見
え
ざ
る

已
前
、
事
は
如
何
ん
。
會
和
尚
云
く
、
別
に
更
に
有
る
可
か
ら
ず
。
侍
者
却
帰
し
て
師
に
挙
似
す
。
師
、
當
時
に
偈
有
り
て
曰
く
、
百
尺
竿
頭
不
動
の
人
、
入

い 

え 

ど

る
を
得
る
と
雖
然
も
未
だ
眞
と
為
さ
ず
。
百
尺
竿
頭
須
く
歩
を
進
む
べ
し
、
十
方
世
界
是
れ
全
身
。

　
　
師
は
侍
者
を
や
っ
て
會
和
尚
の
処
に
行
っ
て
問
わ
せ
た
、
和
尚
さ
ん
南
泉
和
尚
に
会
わ
れ
て
後
い
か
が
で
す
か
。
會
和
尚
は
良
久
す
る
。
侍
者
は
進
ん

で
云
う
、
ま
だ
南
泉
和
尚
に
会
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
以
前
、
事
態
は
ど
の
よ
う
で
し
た
か
。
會
和
尚
が
云
う
、
別
に
有
る
は
ず
が
な
い
。
侍
者
は
帰
っ
て

来
て
師
に
挙
似
す
る
。
す
る
と
師
は
す
ぐ
に
偈
を
作
っ
て
曰
く
、
百
尺
竿
頭
不
動
の
人
、
悟
入
し
て
い
る
け
れ
ど
も
ほ
ん
と
う
じ
ゃ
な
い
。
百
尺
竿
頭
に

歩
を
進
め
ね
ば
な
ら
ぬ
、
そ
う
し
て
こ
そ
十
方
世
界
が
全
身
で
あ
る
。

・
會
和
尚
　
前
出
。
な
お
そ
の
上
堂
の
語
に
、
南
泉
の
「
心
不
是
佛
、
知
不
是
道
」
と
い
う
言
葉
を
批
判
し
た
も
の
が
あ
る
。

　
三
聖
和
尚
問
う
、
承
ら
く
師
に
言
有
り
、
百
尺
竿
頭
須
く
歩
を
進
む
べ
し
と
。
百
尺
竿
頭
は
則
ち
問
わ
ず
。
百
尺
竿
頭
如
何
ん
が
歩
を
進
め
ん
。
師
云
く
、

う
ち

朗
州
は
山
、
禮
州
は
水
。
進
ん
で
曰
く
、
更
に
和
尚
の
道
わ
ん
こ
と
を
請
う
。
師
云
く
、
四
海
五
湖
王
化
の
裏
。

い 

ず 

れ

よ

　
亡
僧
遷
化
し
て
什
摩
の
處
に
向
か
っ
て
か
去
る
。
師
云
く
、
歴
劫
無
言
な
る
は
眞
の
性
命
、
解
く
語
り
能
く
行
く
は
却
っ
て
死
人
。
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三
聖
和
尚
、
秀
上
座
を
し
て
師
に
問
わ
し
む
る
ら
く
、
南
泉
遷
化
し
て
什
摩
の
處
に
向
か
っ
て
か
去
る
と
。
師
云
く
、
石
頭
沙
弥
た
り
し
時
、
六
祖
に
参

か
れ

見
せ
り
。
上
座
云
く
、
石
頭
沙
弥
た
り
し
時
、
六
祖
に
参
見
せ
し
こ
と
は
問
わ
ず
。
南
泉
遷
化
し
て
什
摩
の
處
に
向
か
っ
て
か
去
る
。
師
云
く
、
伊
を
し
て

尋
思
し
去
ら
し
め
よ
。
上
座
云
く
、
千
尺
の
松
有
り
と
雖
も
、
且
つ
條
を
抽
ん
ず
る
石
笋
無
し
。
師
、

然
た
り
。
上
座
礼
拝
し
起
ち
て
云
く
、
師
の
答
話

い 

え 

ど

を
謝
す
。
師
又
た

然
た
り
。
上
座
却
帰
し
て
三
聖
に
挙
似
す
。
三
聖
云
く
、
若
し
實
に
此
く
の
如
け
れ
ば
林
際
に
勝
る
も
の
七
歩
。
此
く
の
如
し
と
雖
然

ま
さ

も
、
待
に
我
れ
更
に
驗
し
看
ん
。

　
明
日
に
至
り
、
三
聖
問
訊
し
て
曰
く
、
昨
日
那
个
の
師
僧
に
答
え
し
一
轉
の
因
縁
、
只
だ
是
れ
光
前
絶
後
に
し
て
古
今
聞
く
こ
と
罕
な
り
。
師
は
又
た
語

ら
ず
。

　
　
三
聖
和
尚
が
秀
上
座
を
や
っ
て
師
に
問
わ
せ
た
、南
泉
は
遷
化
し
て
ど
こ
へ
行
っ
た
か
と
。師
が
云
う
、石
頭
は
沙
弥
だ
っ
た
こ
ろ
六
祖
に
参
見
し
た
。

上
座
が
云
う
、石
頭
が
沙
弥
だ
っ
た
こ
ろ
六
祖
に
参
見
し
た
こ
と
は
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。南
泉
は
遷
化
し
て
ど
こ
へ
行
っ
た
の
で
す
か
。師
が
云
う
、

か
れ
に
考
え
さ
せ
ろ
。
上
座
が
云
う
、
千
尺
の
松
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
枝
を
生
や
す
石
筍
が
な
い
。
師
は
黙
然
と
し
て
い
る
。
上
座
は
礼
拝
し
て
か
ら
起

ち
上
が
っ
て
云
う
、
お
答
え
有
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
師
は
ま
た
黙
然
と
し
て
い
る
。
上
座
は
帰
っ
て
来
て
か
ら
三
聖
に
挙
似
す
る
。
三
聖
が
云
う
、

も
し
ほ
ん
と
う
に
そ
う
だ
と
す
れ
ば
林
際
よ
り
七
歩
ま
さ
っ
て
い
る
。
し
か
し
わ
し
が
さ
ら
に
確
か
め
て
み
よ
う
。

　
　
次
の
日
に
な
っ
て
、
三
聖
は
た
ず
ね
て
云
っ
た
、
昨
日
あ
の
坊
さ
ん
に
お
答
え
に
な
っ
た
因
縁
は
、
全
く
空
前
絶
後
で
、
古
今
に
聞
い
た
た
め
し
が
あ

り
ま
せ
ん
。
師
は
ま
た
何
も
云
わ
な
い
。

・
石
頭
作
沙
弥
時
云

云

　
石
頭
の
伝
に
「
六
祖
遷
化
時
、
師
問
、
百
年
後
、
某
甲
依
什
摩
人
。
六
祖
曰
、
尋
思
去
。」
と
あ
る
。

・
勝
林
際
七
歩
　
林
際
の
師
と
な
る
資
格
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

　
師
、
事
に
よ
り
て
頌
し
て
曰
く
、
自
ら
覚
し
て
佛
堂
を
開
き
、
慧
は
放
つ
五
道
の
光
。
人
の
佛
佛
な
ら
ざ
る
無
き
も
、
意
中
の
蔵
を
悟
ら
ざ
る
の
み
。
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師
、
僧
に
問
う
、
什
摩
の
處
よ
り
来
た
る
や
。
對
え
て
云
く
、
洞
山
よ
り
来
た
れ
り
。
師
云
く
、
何
ぞ
洞
山
を
し
て
自
ら
来
た
ら
し
め
ざ
る
。
對
え
て
云

く
、
只
だ
与
摩
な
り
。
師
云
く
、
彼
自
ら
瘡
無
し
、
以
て
之
を
傷
く
る
こ
と
勿
れ
。

　
　
師
が
僧
に
問
う
、
ど
こ
か
ら
来
た
か
。
答
え
て
云
う
、
洞
山
か
ら
来
ま
し
た
。
師
が
云
う
、
な
ぜ
洞
山
自
身
で
来
ら
せ
な
か
っ
た
の
か
。
答
え
て
云
う
、

こ
の
と
お
り
で
す
。
師
が
い
う
、
彼
に
は
も
と
も
と
き
ず
は
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
で
き
ず
つ
け
て
は
な
ら
ん
。

・
彼
自
無
瘡
勿
以
傷
之
　
維
摩
経
弟
子
品
の
語
。

　
人
有
り
て
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
第
二
月
。
師
云
く
、
正
に
是
れ
第
二
月
。
又
た
云
く
、
恰
も
是
。
師
乃
ち
頌
し
て
曰
く
、
也
大
奇
、
一
月
の
中
両
月

の
疑
あ
り
。
見
と
見
の
縁
と
に
自
性
無
し
、
常
寂
に
し
て
誰
か
是
に
復
た
誰
か
非
な
ら
ん
。

　
　
あ
る
人
が
問
う
、
第
二
月
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。
師
が
云
う
、
正
に
第
二
月
だ
。
ま
た
云
う
、
全
く
そ
う
だ
。
そ
こ
で
師
は
頌
を
作
っ
て
云

う
、
ふ
し
ぎ
だ
、
ふ
し
ぎ
だ
、
一
つ
の
月
に
二
つ
の
月
の
疑
い
だ
。
見
と
見
の
縁
に
自
性
は
な
い
、
常
寂
に
し
て
誰
が
是
で
あ
り
誰
が
非
で
あ
ろ
う
。

・
第
二
月
　
荷
玉
の
伝
に
「
雲
嵒
掃
地
次
、
叫
寺
主
問
、
何
得
自
駈
駈
。
嵒
云
、
有
人
不
駈
駈
。
寺
主
云
、
何
處
有
第
二
月
。
嵒
提
起
箒
云
、

這
个
是
第
幾
月
。
玄
沙
代
云
、
此
由
是
第
二
月
。
報
慈
拈
問
師
、
忽
然
放
下
掃
箒
時
、
作
摩
生
道
。
師
云
、
大
家
喫
茶
去
。」
と
あ
る
。
ま
た

伝
灯
録
の
荷
玉
の
伝
に
「
問
、
如
何
是
文
殊
。
師
曰
、
不
可
有
第
二
月
也
。
曰
、
即
今
事
如
何
。
師
曰
、
正
是
第
二
月
」
と
あ
る
。

も

　
又
、
須
弥
芥
子
を
納
る
る
の
頌
に
曰
く
、
須
弥
は
本
よ
り
有
に
非
ず
、
芥
子
は
元
来
空
な
り
。
空
を
将
っ
て
非
有
を
納
る
、
何
れ
の
處
に
か
相
い
容
れ
ざ

ら
ん
。

　
晧
月
供
奉
問
う
て
曰
く
、
教
中
に
説
く
幻
意
是
れ
有
な
り
や
。
師
曰
く
、
大
徳
是
れ
何
の
言
か
。
云
く
、
是
れ
無
な
り
や
。
云
く
、
是
れ
何
の
言
か
。
云

も

く
、
与
摩
な
ら
ば
則
ち
幻
意
は
是
れ
不
有
不
無
な
り
や
。
師
曰
く
、
大
徳
是
れ
何
の
言
か
。
大
徳
進
ん
で
曰
く
、
如
し
某
甲
の
三
明
盡
く
聖
意
に
契
わ
ざ
れ
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ぶ 

か

ば
、
未
審
し
、
和
尚
如
何
に
教
中
の
幻
意
を
明
か
す
や
。
師
曰
く
、
一
切
法
不
思
議
な
る
を
信
ず
る
や
。
大
徳
云
く
、
佛
の
誠
言
那
ぞ
敢
え
て
信
ぜ
ざ
ら
ん
。

師
云
く
、
大
徳
の
信
と
言
う
は
、
二
信
の
中
是
れ
阿
那
个
の
信
な
る
や
。
大
徳
云
く
、
某
甲
の
信
ず
る
所
の
如
き
は
、
二
信
の
中
名
け
て
縁
信
と
為
す
。
師

云
く
、
何
の
教
文
に
依
っ
て
か
縁
信
を
生
ず
る
こ
と
を
得
た
る
。
大
徳
云
く
、
華
厳
経
に
云
く
、
菩
薩
摩
訶
薩
、
無
障
無
碍
の
智
慧
も
て
、
一
切
世
間
境
界

の
是
れ
如
来
の
境
界
な
る
こ
と
を
信
ず
、
と
。
又
た
曰
く
、
諸
佛
世
尊
悉
く
世
界
と
法
性
と
無
差
別
に
し
て
決
定
し
て
二
無
き
を
知
る
、
と
。
又
た
曰
く
、
佛

法
と
世
間
法
と
は
若
し
真
實
を
見
ば
一
切
無
差
別
な
り
、
と
。
師
曰
く
、
起
す
所
の
縁
信
、
引
く
所
の
教
文
、
甚
だ
来

有
り
。
老
僧
、
大
徳
の
為
に
教
中

の
幻
意
を
明
さ
ん
。
偈
に
曰
く
、
若
し
人
幻
の
本
来
真
な
る
を
見
れ
ば
、
是
れ
即
ち
名
け
て
見
佛
人
と
為
す
。
圓
通
法
界
生
滅
無
し
、
無
滅
無
生
是
れ
佛
身
。

・
晧
月
供
奉
　
宋
高
僧
伝
巻
十
一
釋
智
蔵
伝
に
「
供
奉
皓
月
講
涅
槃
経
」
と
あ
る
の
と
同
一
人
か
。

　
問
う
、
蚯
蚓
斬
ら
れ
て
両
段
し
、
両
頭
倶
に
動
く
、
佛
性
阿
那（
原
文
に
な
し
）个
頭
に
か
在
る
。
師
答
え
て
曰
く
、
動
と
不
動
と
是
れ
何
の
境
界
な
り
や
。

大
徳
云
く
、
言
の
典
に
関
せ
ず
ん
ば
智
者
の
所
談
に
は
非
ず
。
只
だ
和
尚
の
動
と
不
動
は
是
れ
何
の
境
界
ぞ
と
言
う
が
如
き
は
、
出
づ
る
に
何
の
経
よ
り
す

る
や
。
師
答
え
て
曰
く
、
灼
然
た
り
、
言
の
典
に
関
せ
ず
ん
ば
智
者
の
所
談
に
は
非
ず
。
大
徳
豈
に
道
う
を
見
ず
や
、
首
楞
厳
経
に
云
く
、
當
に
知
る
べ
し
、

十
方
無
辺
不
動
の
虚
空
、
並
に
地
水
火
風
を
動
揺
し
、
均
し
く
六
大
と
名
づ
く
。
性
真
圓
融
し
て
皆
な
如
来
蔵
に
し
て
本
よ
り
生
滅
無
し
、
と
。
師
、
偈
有

り
て
曰
く
、
最
も
甚
深
な
り
、
最
も
甚
深
な
り
、
法
界
人
身
便
ち
是
れ
心
。
迷
う
者
は
心
に
迷
う
て
衆
色
と
為
し
、
悟
る
時
は
刹
海
是
れ
真
心
な
り
。
身
界

二
塵
實
性
無
し
、
分
明
に
此
に
達
す
る
を
知
音
と
号
す
。

・
言
不
関
典
云

云

　
典
籍
に
拠
ら
な
い
言
葉
は
智
者
は
語
る
べ
き
で
は
な
い
。

・
首
楞
厳
経
　
巻
三
の
句
。

・
こ
の
一
段
、
伝
灯
録
に
は
他
に
別
の
問
答
が
有
る
。「
又
有
僧
問
、
蚯
蚓
・
・
・
師
云
、
妄
想
作

。
僧
云
、
争
奈
動
何
。
師
云
、
汝
豈
不
知
火

風
未
散
」。
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は

　
大
徳
有
り
問
う
、
虚
空
は
為
た
定
ん
で
有
な
り
や
、
虚
空
は
為
た
定
ん
で
無
な
り
や
。
師
答
え
て
曰
く
、
有
と
言
う
も
亦
た
得
た
り
、
無
と
言
う
も
亦
た

得
た
り
。
虚
空
有
る
時
は
但
だ
仮
有
有
る
の
み
、
虚
空
無
き
時
は
但
だ
仮
無
無
き
の
み
。
大
徳
再
び
問
う
、
只
だ
和
尚
の
所
説
の
如
き
は
何
の
教
文
に
有
り

や
。
師
答
え
て
曰
く
、
大
徳
豈
に
聞
か
ず
や
、
首
楞
厳
経
に
云
く
、
十
方
虚
空
汝
が
心
内
よ
り
生
ず
、
猶
お
片
雲
大
清
裏
に

ず
る
が
如
し
、
と
。
豈
に
是

れ
虚
空
生
ず
る
時
は
但
だ
仮
有
有
る
の
み
な
ら
ず
や
。
汝
等
一
人
真
を
發
し
て
源
に
帰
ら
ば
、
此
の
十
方
虚
空
は
悉
く
皆
な
消
殞
す
、
と
。
豈
に
是
れ
虚
空

滅
す
る
時
は
但
だ
仮
滅
を
滅
す
る
の
み
な
ら
ず
や
。
老
僧
所
以
に
道
へ
り
、
有
る
時
は
仮
の
有
、
無
き
時
は
仮
の
無
な
り
、
と
。

　
　
あ
る
大
徳
が
尋
ね
る
、
虚
空
は
一
体
有
る
の
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
と
も
無
い
の
で
し
ょ
う
か
。
師
が
答
え
て
云
う
、
有
る
と
い
っ
て
も
よ
い
し
、
無
い

と
い
っ
て
も
よ
い
。
虚
空
が
有
る
と
き
は
た
だ
仮
り
の
有
が
あ
る
だ
け
で
、
虚
空
が
無
い
と
き
は
た
だ
仮
り
の
無
が
無
い
と
い
う
だ
け
だ
。
大
徳
は
再
び

問
う
、
和
尚
さ
ん
が
お
説
き
に
な
る
こ
と
は
ど
の
教
文
に
有
る
の
で
す
か
。
師
が
答
え
て
云
う
、
大
徳
は
お
聞
き
で
あ
ろ
う
、
首
楞
厳
経
に
云
っ
て
お
る
、

十
方
虚
空
は
汝
の
心
の
中
に
生
ず
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
一
片
の
雲
が
晴
れ
渡
っ
た
大
空
に
浮
か
ぶ
よ
う
な
も
の
だ
と
。虚
空
が
生
ず
る
時
は
仮
り
の
有

が
有
る
の
で
は
な
い
か
。
汝
等
が
真
心
を
お
こ
し
て
源
に
帰
る
な
ら
ば
、
此
の
十
方
虚
空
は
す
べ
て
な
く
な
っ
て
し
ま
う
、
と
。
虚
空
が
滅
す
る
時
は
た

だ
仮
り
の
滅
が
滅
す
る
だ
け
で
は
な
い
か
。
わ
た
し
は
だ
か
ら
云
う
、
有
と
い
う
時
は
仮
り
の
有
、
無
と
い
う
時
は
仮
り
の
無
、
と
。

・
首
楞
厳
経
云

云

　
巻
九
の
句
。

は

　
問
う
、
天
下
の
善
知
識
、
為
た
大
涅
槃
を
證
す
や
。
師
云
く
、
為
た
因
中
の
三
徳
を
問
う
や
、
為
た
果
上
の
三
徳
を
問
う
や
。
大
徳
云
く
、
果
上
の
三
徳

を
問
え
り
。
師
云
く
、
若
し
果
上
の
三
徳
を
問
わ
ば
、
天
下
の
善
知
識
は
未
だ
大
涅
槃
を
證
せ
ず
。
又
た
問
う
、
何
故
に
未
だ
大
涅
槃
を
證
せ
ざ
る
や
。
師

云
く
、
功
未
だ
諸
佛
に
斉
か
ら
ず
、
所
以
に
未
だ
大
涅
槃
を
證
せ
ず
。
又
た
問
う
、
既
に
功
未
だ
諸
佛
に
斉
か
ら
ず
、
何
故
に
名
け
て
善
知
識
と
為
す
や
。
師

答
え
て
曰
く
、
明
ら
か
に
佛
性
を
見
る
を
善
知
識
と
為
す
。
皓
月
云
く
、
若
し
与
摩
な
ら
ば
則
ち
功
何
の
道
に
斉
き
を
名
け
て
大
涅
槃
を
證
す
と
為
す
や
。
偈

を
以
て
曰
く
、
摩
訶
般
若
の
照
、
解
脱
甚
深
の
香
。
法
身
寂
滅
の
躰
、
三
一
理
と
し
て
圓
常
。
功
斉
き

を
識
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
此
れ
を
常
寂
光
と
名
く
。
皓

月
再
び
問
う
、
果
上
の
涅
槃
已
に
和
尚
の
指
示
を
蒙
れ
り
。
如
何
な
る
か
是
れ
本
来
の
涅
槃
。
師
答
え
て
云
く
、
大
徳
是
れ
な
り
。
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・
三
徳
　
法
身
、
般
若
、
解
脱
の
三
を
い
う
。
涅
槃
経
に
説
か
れ
る
。

・
大
徳
云
問
果
上
三
徳
　
原
文
「
大
徳
云
、
為
問
云

云

」
な
る
も
「
為
」
を
削
除
。は

　
問
う
、
和
尚
何
人
に
承
嗣
す
る
や
。
師
云
く
、
我
れ
人
の
承
嗣
す
る
無
し
。
云
く
、
師
は
還
た
参
学
せ
し
や
。
師
云
く
、
我
れ
自
か
ら
参
ず
。
師
意
如
何
。

師
の
偈
に
曰
く
、
虚
空
万
象
に
問
う
、
万
象
虚
空
に
答
う
。
何
人
か
親
し
く
問
わ
ん
、
木
叉

角
の
童
。

　
　
問
う
、
和
尚
さ
ん
は
誰
に
嗣
法
な
さ
い
ま
し
た
か
。
師
が
云
う
、
私
は
誰
に
も
嗣
法
し
て
い
な
い
。
云
う
、
師
は
参
学
さ
れ
ま
し
た
か
。
師
が
言
う
、

私
は
自
分
で
学
ん
だ
ん
だ
。
師
は
何
を
言
お
う
と
し
て
お
ら
れ
る
の
で
す
か
。
師
の
偈
に
云
う
、
虚
空
が
万
象
に
尋
ね
る
と
、
万
象
は
虚
空
に
答
え
る
。

何
人
が
親
し
く
問
え
る
だ
ろ
う
か
、
ふ
た
ま
た
つ
の
髪
の
子
供
。

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
教
。
師
云
く
、
五
千
四
十
八
巻
。
如
何
な
る
か
是
れ
教
意
。
師
曰
く
、
師
意
即
ち
是
。
問
う
、
如
何
な
る
か
祖
師
意
。
師
云
く
、

教
意
即
ち
是
。
學
云
く
、
与
摩
な
ら
ば
即
ち
教
意
と
祖
意
と
無
二
に
し
去
る
。
師
云
く
、
十
方
佛
土
中
唯
だ
一
乗
法
の
み
有
り
。
二
無
く
ま
た
三
も
無
し
。
大

徳
便
ち
礼
拝
す
。
師
の
偈
に
云
く
、
祖
心
即
ち
教
意
、
教
意
即
ち
祖
意
な
り
。
祖
師
意
を
識
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
祖
師
佛
心
を
傳
う
。
祖
意
と
教
意
と
、
一
性

に
し
て
一
真
心
な
り
。

　
　
問
う
、
教
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。
師
が
云
う
、
五
千
四
十
八
巻
の
経
だ
。
教
意
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。
師
が
云
う
、
祖
意
が
そ
う
だ
。

問
う
、
ど
の
よ
う
な
の
が
祖
師
意
で
し
ょ
う
か
。
師
が
云
う
、
教
意
が
そ
う
だ
。
学
人
が
云
う
、
そ
う
な
ら
教
意
と
祖
意
と
は
同
じ
も
の
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
師
が
い
う
、
十
方
の
仏
土
中
に
は
、
た
だ
一
乗
の
法
だ
け
あ
っ
て
、
二
も
な
け
れ
ば
三
も
な
い
。
大
徳
は
す
ぐ
さ
ま
礼
拝
し
た
。
師
の
偈
に
云

う
、
祖
心
が
そ
の
ま
ま
教
意
で
あ
り
、
教
意
が
そ
の
ま
ま
祖
意
で
あ
る
。
祖
師
意
を
識
り
た
い
の
な
ら
、
祖
師
は
仏
心
を
伝
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

祖
意
と
教
意
は
、
一
性
で
あ
り
一
の
真
心
で
あ
る
。

・
十
方
仏
土
中
云

云

　
法
華
経
方
便
品
の
句
。
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問
う
、
第
八
識
及
び
七
六
識
等
、
畢
竟
無
躰
。
云
何
が
第
八
識
を
転
じ
て
大
圓
鏡
と
為
す
と
言
う
を
得
ん
。
師
答
え
て
曰
く
、
豈
に
聞
か
ず
や
、
名
を
転

じ
て
體
を
転
ぜ
ず
。
師
の
偈
に
曰
く
、
七
生
ず
る
は
一
の
滅
す
る
に
依
り
、
一
滅
す
る
は
七
生
ず
る
を
持
す
。
一
滅
す
れ
ば
滅
も
亦
た
滅
し
、
七
六
永
く
無

生
な
り
。
第
九
真
常
識
、
後
に
非
ず
亦
た
先
に
非
ず
。
後
に
非
ず
先
に
非
ざ
る
の
義
、
常
住
に
し
て
永
く
遷
る
無
し
。

　
　
問
う
、第
八
識
と
七
、六
識
等
は
畢
竟
無
躰
だ
と
い
う
の
に
、ど
う
し
て
第
八
識
を
転
じ
て
大
圓
鏡
智
と
な
す
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

師
が
答
え
る
に
は
、
言
う
で
は
な
い
か
、
そ
れ
は
名
を
転
じ
る
の
で
あ
っ
て
體
を
転
じ
る
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
偈
を
つ
く
っ
て
云
わ
れ
た
、
七
識
が
生

じ
る
の
は
第
八
識
が
滅
す
る
の
に
よ
り
、
第
八
識
が
滅
し
て
七
識
を
生
じ
さ
せ
る
。
第
八
識
が
滅
す
れ
ば
滅
と
い
う
こ
と
も
な
く
な
り
、
七
六
識
は
永
久

に
生
ず
る
こ
と
が
な
い
。
そ
れ
は
第
九
真
常
識
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
は
先
と
か
後
と
か
は
な
い
。
先
後
が
無
い
も
の
は
常
住
で
あ
っ
て
、
永

久
に
転
変
す
る
こ
と
が
な
い
。

・
第
九
真
常
識
云

云

　
真
諦
を
祖
と
す
る
攝
論
宗
で
九
識
説
を
た
て
る
。
金
剛
三
昧
経
本
覚
利
品
に
も
出
る
。

　
問
う
、
古
人
の
言
う
有
り
、
了
せ
ば
即
ち
業
障
は
本
来
空
、
未
だ
了
せ
ず
ん
ば
応
に
宿
債
を
償
す
べ
し
、
と
。
師
子
尊
者
と
二
祖
大
師
と
は
甚
摩
と
為
て

か
却
っ
て
債
を
償
す
る
。
師
云
く
、
大
徳
は
本
来
空
を
識
ら
ず
。
皓
月
云
く
、
如
何
な
る
か
是
れ
本
来
空
。
師
云
く
、
業
障
是
れ
。
如
何
な
る
か
是
れ
業
障
。

師
云
く
、
本
来
空
是
れ
。
皓
月
礼
謝
す
。
師
偈
に
云
く
、
仮
の
有
は
元
よ
り
有
に
非
ず
、
仮
の
滅
も
亦
た
無
に
非
ず
。
涅
槃
と
債
を
償
す
る
の
義
、
一
性
に

し
て
更
に
殊
な
る
無
し
。

　
問
う
、
本
心
は
何
の
故
に
生
滅
心
を
離
れ
ず
、
生
滅
心
は
何
の
故
に
本
来
心
に
当
た
ら
ざ
る
や
。
師
は
偈
を
以
て
答
え
て
曰
く
、
妙
空
妙
用
不
思
議
、
滅

す
る
無
く
生
ず
る
無
く
依
る
所
無
し
。
本
覚
性
真
は
智
の
父
と
為
し
、
父
の
智
子
を
生
ず
る
は
妙
難
思
。
智
智
不
覚
に
し
て
元
来
妙
、
達
見
無
観
即
ち
本
如

な
り
。
父
子
は
本
来
二
相
無
く
、
即
今
即
本
に
し
て
更
に
時
無
し
。

・
古
人
有
言
　
証
道
歌
「
了
即
業
障
本
来
空
、
未
了
応
須
還
宿
債
」。
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・
師
子
尊
者
　「
復
有
此
丘
名
曰
師
子
、
於

賓
国
大
作
仏
事
。
時
彼
国
王
名
弥
羅
掘
、
邪
見
熾
盛
、
心
無
敬
信
、
於

賓
国
殷
壊
塔
寺
、
殺
害
衆

僧
。
即
以
利
剣
用
斬
師
子
、
頂
中
無
血
、
唯
乳
流
出
。
相
付
法
人
於
是
便
絶
」（
付
法
蔵
因
縁
伝
六
、
大
正
五
十
巻
三
二
一
下
）。

・
二
祖
大
師
　「
恒
遂
深
恨
、
謗
悩
於
可
、
貨

俗
府
、
非
理
屠
害
」（
続
高
僧
伝
一
六
、
大
正
五
十
巻
五
五
二
上
）。

・
妙
難
思
　
法
ヶ
経
方
便
品
の
語
。

　　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
陀
羅
尼
。
師
云
く
、
大
徳
問
う
無
く
、
老
僧
答
う
る
無
し
。
又
た
問
う
、
是
れ
何
人
か
誦
し
得
る
。
師
は
禅
床
の
左
臂
を
指
し

て
云
く
、
這
个
の
師
僧
誦
し
得
。
又
た
問
う
、
何
人
か
聞
く
を
得
る
。
師
は
禅
床
の
右
臂
を
指
し
て
云
く
、
這
个
の
師
僧
聞
く
を
得
。
大
徳
云
く
、
某
甲
は

什
摩
と
為
て
か
聞
か
ざ
る
。
云
く
、
豈
に
道
う
を
聞
か
ず
や
、
真
の
誦
は
響
無
く
、
真
の
聴
は
聞
く
無
し
、
と
。
大
徳
云
く
、
与
摩
な
れ
ば
即
ち
音
聲
は
、
法

界
の
性
に
入
ら
ざ
る
や
。
師
云
く
、
大
徳
豈
に
道
う
を
聞
か
ず
や
、
色
を
離
れ
て
観
を
求
む
る
は
正
見
に
非
ず
、
聲
を
離
れ
て
聞
を
求
む
る
は
是
れ
邪
聞
な

り
、
と
。
又
た
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
色
を
離
れ
ざ
る
は
是
れ
正
見
、
聲
を
離
れ
ざ
る
は
是
れ
真
聞
。
師
云
く
、
大
徳
よ
、
老
僧
の
相
い
助
け
て
明
か
す

に
頌
を
以
て
す
る
を
聴
け
。
曰
く
、
満
眼
本
と
色
に
非
ず
、
満
耳
本
と
聲
に
非
ず
。
文
殊
は
常
に
触
目
し
、
観
音
は
耳
根
を
塞
ぐ
。
三
を
会
す
れ
ば
元
よ
り

一
体
、
四
に
達
す
れ
ば
本
と
同
真
。
堂
堂
の
法
界
性
、
佛
無
く
亦
た
人
無
し
。

は

　
問
う
、
善
財
童
子
は
什
摩
と
為
て
か
無
量
劫
に
普
賢
身
中
世
界
に
遊
び
て
遍
ね
か
ら
ず
や
。
師
云
く
、
無
量
劫
よ
り
来
た
り
、
還
た
遍
く
遊
び
得
る
や
。
又

た
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
普
賢
身
。
云
く
、
含
元
殿
裏
に
更
に
長
安
を
覓
む
。
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
文
殊
。
師
云
く
、

壁
瓦
礫
即
ち
是
れ
。
問
う
、

如
何
な
る
か
是
れ
観
音
。
師
云
く
、
音
聲
語
言
即
ち
是
れ
。
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
普
賢
。
云
く
、
衆
生
心
即
ち
是
れ
。
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
仏
。
師

云
く
、
衆
生
の
色
身
是
れ
仏
。
問
う
、
恒
沙
の
諸
仏
は
体
皆
な
同
じ
、
何
の
故
か
種
種
の
名
号
有
り
と
説
く
や
。
師
云
く
、
眼
根
の
源
に
返
る
を
名
ず
け
て

文
殊
と
為
し
、
耳
根
の
源
に
返
る
を
名
ず
け
て
観
音
と
為
し
、
意
識
の
源
に
返
る
を
名
ず
け
て
普
賢
と
為
す
。
文
殊
は
是
れ
仏
の
妙
観
察
智
、
観
音
は
是
れ

仏
の
無
縁
大
悲
、
普
賢
は
是
れ
仏
の
無
為
の
妙
行
な
り
。
三
聖
は
是
れ
仏
の
妙
用
、
仏
は
是
れ
三
聖
の
真
躰
な
り
。
用
は
恒
沙
の
仮
名
有
る
も
、
躰
は
惣
に
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名
ず
け
て
一
博
伽
梵
と
な
す
。
又
た
問
う
、
四
聖
は
定
ん
で
是
れ
四
と
な
す
や
。
師
云
く
、
燈
は
千
室
に
分
か
る
る
も
元
よ
り
是
れ
一
光
な
り
。
潮
は
万
波

に
応
ず
る
も
本
来
は
一
水
な
り
。
迷
人
は
差
別
す
る
も
智
者
は
同
じ
く
真
と
す
。
是
の
故
に
先
徳
の
云
く
、
唯
だ
我
れ
今
独
り
達
了
す
る
に
非
ず
、
恒
沙
の

諸
仏
は
躰
皆
な
同
じ
、
と
。

・
含
元
殿
　
唐
の
宮
殿
の
名
。

・
三
聖
　
文
殊
、
観
音
、
普
賢
を
指
す
。
但
し
、
こ
の
用
法
は
他
に
見
ら
れ
な
い
。

・
四
聖
　
三
聖
に
仏
を
加
え
る
。
同
じ
く
、
他
に
例
が
な
い
。

修
清
規
で
は
阿
弥
陀
仏
、
観
音
菩
薩
、
勢
至
菩
薩
、
大
海
衆
菩
薩
を
四
聖
と
す

る
。

・
先
徳
云
　
証
道
歌
「
非
但
我
今
独
達
了
　
河
沙
諸
仏
体
皆
同
」。

い 

ぶ 

か

　
問
う
、
教
中
に
言
う
有
り
、
十
劫
に
道
場
に
坐
し
て
佛
道
を
成
ず
る
を
得
ず
、
と
。
未
審
し
、
此
の
意
は
如
何
ん
。
師
云
く
、
佛
は
是
れ
果
、
菩
薩
は
是

れ
因
な
り
。
釈
迦
如
来
は
果
地
に
於
い
て
談
じ
、
大
通
智
勝
佛
は
因
中
の
事
な
り
。
大
通
智
勝
佛
は
十
劫
に
菩
提
樹
下
金
剛
座
上
に
在
り
て
結
跏
跌
坐
す
と

雖
も
、
猶
を
是
れ
菩
薩
な
り
、
成
佛
せ
ざ
る
故
な
り
。
彼
の
時
の
衆
生
は
寿
命
長
き
が
為
の
故
に
、
根
の
未
だ
熟
さ
ざ
る
が
故
な
り
。
十
劫
を
過
ぎ
已
っ
て
、

衆
生
の
根
は
始
め
て
熟
す
。
大
凡
、
菩
薩
は
衆
生
の
根
の
熟
す
を
待
ち
て
、

の

を
伺
い
て

啄
同
時
な
る
が
如
か
る
べ
し
。
衆
生
の
根
の
熟
し
て
、
便

ち
佛
の
菩
提
を
成
ず
。
故
に
言
う
、
十
劫
を
過
ぎ
已
っ
て
無
上
菩
提
を
証
得
す
と
。
所
以
に
経
に
曰
く
、
佛
は
時
の
未
だ
至
ら
ざ
る
を
知
り
て
、
請
を
受
く

る
も
黙
然
と
し
て
坐
す
、
と
。

・
教
中
有
言
　
法
華
経
三
「
大
通
知
勝
佛
、
十
劫
坐
道
場
。
佛
法
不
現
前
、
不
得
成
佛
道
。」（
大
正
九
巻
二
六
上
）。

・
経
曰
　
法
華
経
三
、
大
正
九
巻
二
六
中
。
臨
済
録
「
問
、
大
通
智
勝
佛
、
十
劫
坐
道
場
、
佛
法
不
現
前
、
不
得
成
仏
道
。
未
審
此
意
如
何
。
乞

師
指
示
。
師
云
、
大
通
者
、
是
自
己
於
処
処
、
達
其
万
法
無
性
無
相
、
名
為
大
通
。
智
勝
者
、
於
一
切
処
不
疑
、
不
得
一
法
、
名
為
智
勝
。
仏

者
心
清
浄
、
光
明
透
徹
法
界
、
得
名
為
仏
。
十
劫
坐
道
場
者
、
十
波
羅
密
是
。
仏
法
不
現
前
者
、
仏
本
不
生
、
法
本
不
滅
、
云
何
更
有
現
前
。
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不
得
成
仏
道
者
、
仏
不
応
更
作
仏
」。

　
人
有
り
て
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
触
目
菩
提
。
師
答
え
て
曰
く
、
一
切
法
は
常
住
な
り
。
如
何
な
る
か
是
れ
一
切
法
は
常
住
な
る
。
師
曰
く
、
触
目
菩

提
。

　
問
う
、
如
何
ん
が
山
河
大
地
を
転
じ
得
て
自
己
に
帰
し
去
る
。
師
答
え
て
曰
く
、
我
れ
却
っ
て
自
己
を
転
じ
て
山
河
大
地
に
帰
し
去
る
を
憂
う
。
学
人
礼

謝
す
。
師
の
偈
に
曰
く
、
誰
か
山
河
の
転
ず
る
を
問
う
、
山
河
は
誰
に
向
か
っ
て
か
転
ぜ
ん
。
圓
通
し
て
両
畔
無
し
、
法
性
は
本
と
帰
す
る
無
し
。

　　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
色
は
本
と
質
像
を
殊
に
す
る
。
師
曰
く
、
尽
十
方
世
界
は
是
れ
什
摩
ぞ
。
進
ん
で
曰
く
、
如
何
な
る
か
是
れ
声
は
元
と
楽
苦
を

異
に
す
。
師
答
え
て
曰
く
、
将
ち
来
た
れ
、
将
ち
来
た
れ
。

・
色
本
殊
質
像
、
声
元
異
楽
苦
　
参
同
契
の
語

　

い 

ぶ 

か

　
問
う
、
教
中
に
言
う
有
り
、
色
は
空
に
異
ら
ず
、
空
は
色
に
異
な
ら
ず
、
と
。
未
審
し
、
教
の
意
は
如
何
。
師
は
偈
を
以
て
答
え
て
曰
く
、
礙
う
る
処
は

壁
無
く
、
通
ず
る
処
は
虚
空
な
し
。
若
し
能
く
是
の
如
く
解
せ
ば
、
心
と
色
は
本
来
同
じ
。

　
自
外
は
具
さ
に
別
録
に
載
す
。
謚
し
て
招
賢
大
師
と
号
す
。

　
白
馬
和
尚
、
南
泉
に
嗣
ぐ
、
江
陵
に
在
り
、
師
諱
は
曇
照
、
未
だ
実
録
を
観
ず
。

　
問
う
て
曰
く
、
如
何
な
る
か
是
れ
學
人
の
自
己
。
師
、
杖
を
以
て
當
面
に
學
人
を
指
す
。
長
慶
和
尚
、
此
の
因
縁
を
挙
し
て
手
を
以
て
面
前
を
指
し
て
云

い
　
か

く
、
古
人
は
只
だ
与
摩
な
り
。
又
た
指
を
竪
起
し
て
云
く
、
与
摩
と
何
似
ん
。
順
徳
大
師
云
く
、
蝦
は
跳
れ
ど
も

を
出
で
ず
。
慶
肯
わ
ず
。
自
ら
代
わ
っ
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て
云
く
、
是
れ
什
摩
の
心
行
ぞ
。

　
　
尋
ね
て
云
う
、何
が
學
人
の
自
己
で
す
か
。師
は
杖
で
正
面
切
っ
て
学
人
を
指
す
。長
慶
和
尚
は
此
の
因
縁
を
取
り
上
げ
て
手
で
面
前
を
指
し
て
云
う
、

古
人
は
こ
の
よ
う
だ
。
更
に
指
を
つ
っ
た
て
て
言
う
、
こ
れ
と
ど
う
だ
。
順
徳
大
師
が
云
う
、
蝦
は
跳
っ
て
も

を
出
な
い
。
長
慶
は
認
め
な
い
で
、
自

分
で
代
わ
っ
て
云
う
、
ど
う
い
う
つ
も
り
か
。

・
蝦
は
跳
れ
ど
も
云

云

　
長
慶
を
く
さ
し
た
も
の
。
捕
ら
れ
た
え
び
は
跳
ね
て
も
容
れ
物
の
外
に
は
出
ら
れ
な
い
。
同
じ
パ
タ
ー
ン
で
し
か
な
い
。

・
是
れ
什
摩
の
心
行
ぞ
　
相
手
を
非
難
し
て
い
る
。

　
下
堂
和
尚
、
南
泉
に
嗣
ぐ
、
襄
州
に
在
り
。

　
俗
官
有
り
問
う
、
蚯
蚓
断
た
れ
て
、
両
頭
惣
に
動
く
、
佛
性
阿
那
个
頭
に
在
り
や
。
師
、
両
手
を
展
開
し
て
示
す
。
洞
山
和
尚
云
く
、
即
今
問
う
底
、
阿

那
个
頭
に
在
り
や
。

　
　
あ
る
俗
官
が
た
ず
ね
る
、
み
み
ず
か
切
ら
れ
て
ど
ち
ら
の
頭
も
う
ご
く
、
仏
性
は
ど
ち
ら
の
頭
に
あ
る
の
で
す
か
。
師
は
両
手
を
ひ
ろ
げ
て
み
せ
る
。

洞
山
和
尚
が
云
う
、
い
ま
た
ず
ね
て
い
る
の
は
、
ど
ち
ら
の
頭
に
い
る
の
か
。

・
洞
山
和
尚
云

云

　
洞
山
は
、
師
が
両
手
を
ひ
ろ
げ
て
み
せ
た
の
が
気
に
入
ら
ず
に
代
語
し
た
も
の
。

　
雙
峯
和
尚
、
南
泉
に
嗣
ぐ
、
師
諱
は
道
允
、
姓
は
朴
、
漢
州

の
人
な
り
。
累
葉
の
豪
族
に
し
て
祖
も
孝
も
仕
宦
し
、
郡
譜
に
之
を
詳
か
に
す
。
母
はも

高
氏
、
夜
に
異
光

煌
と
し
て
室
に
満
つ
る
を
夢
み
、
愕
然
と
し
て
眠
り
覚
す
る
に
、
身
を
懐
む
若
き
有
り
。
父
母
謂
い
て
曰
く
、
夢
る
所
は
常
に
非
ず
。
如

な

な

し
兒
子
を
得
ば
盍
ぞ
僧
に
為
さ
ざ
ら
ん
。
胎
に
寄
る
こ
と
十
有
六
月
に
し
て
載
ち
誕
る
。

の
後
、
日
に
將
り
月
に
就
り
、
鶴

姿
、
挙
措
は
儕
に
殊
り
、

風
規
異
格
。
竹
馬
の
年
、
花
を
摘
ん
で
佛
に
供
し
、
羊
車
の
歳
、
塔
を
累
ね
て
情
を
娯
し
ま
す
。
玄
関
の
趣
照
然
た
り
、
真
境
の
機
卓

た
り
。

　
年
十
八
に
當
り
、
二
親
に
懇
露
し
て
俗
を
捨
て
て
僧
と
為
る
。
鬼
神
寺
に
適
き
て
、
華
厳
教
を
聴
く
。
禅
師

に
謂
い
て
曰
く
、
圓
頓
の
筌

、
豈
に
心
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印
の
妙
用
に
如
か
ん
や
。
遂
に

を
被
し
瓶
を

げ
、
雲
に

み
水
に
枕
す
。
長
慶
五
年
に
泊
ん
で
入
朝
使
に
投
じ
て
其
の
宿
志
を
告
ぐ
。
許
す
に
同
行
を

以
て
す
。

ま
み

　
既
に
彼
岸
に
登
り
、
南
泉
普
願
大
師
に
観
ゆ
る
こ
と
を
獲
、
師
資
の
礼
を
伸
べ
、
目
撃
道
存
す
。
大
師
歎
じ
て
曰
く
、
吾
が
宗
の
法
印
、
東
國
に
帰
せ
ん
。

い
た

會
昌
の
七
祀
、
夏
初
の
日
を
以
て
、
旋
り
て
青
丘
に
届
る
。
便
ち
楓
岳
に
居
り
、
求
め
投
ず
る
者
風
の
ご
と
く
馳
せ
、
霧
の
如
く
集
る
。
慕
い
来
る
者
星
の

ご
と
く
に
逝
き
、
波
の
ご
と
く
に
奔
る
。
是
に
於
い
て
景
文
大
王
名
を
聞
い
て
帰
奉
し
、
恩
渥
日
に
崇
し
。

　
咸
通
九
載
、
四
月
十
八
日
、
忽
ち
門
人
に
訣
し
て
曰
く
、
生
や
涯
り
有
り
。
吾
れ
須
く
遠
邁
す
べ
し
。
汝
等
雲
谷
に
安
栖
し
、
永
く
法
燈
を
耀
か
せ
、
と
。

語
り
畢
っ
て
胎
然
と
し
て
遷
化
す
。
報
年
七
十
有
一
、
僧
臘
四
十
四
霜
。
五
色
の
光
、
師
の
口
従
り
出
で
、
蓬
勃
と
し
て
天
に
散
漫
す
。
伏
し
て
以
み
る
に

今
上
、

は
法
侶
を
褒
め
、
恩
は
禅
林
を
霈
す
。
仍
り
て
賜
諡
す

禅
師
澄
昭
の
塔
。

・
羊
車
の
歳
　
法
華
経
譬
諭
品
の
火
宅
三
車
の
語
を
踏
ま
え
た
も
の
。

・
累
塔
　
同
経
方
便
品
「
乃
至
童
子
戯
聚
沙
為
佛
塔
云

云

」。

・
懇
露
　
心
情
を
吐
露
す
る
こ
と
か
。

・
目
撃
道
存
　
荘
子
田
子
方
篇
の
語
。
一
目
見
た
だ
け
で
道
を
体
得
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

・
筌

　
荘
子
外
物
篇
「
筌
者
所
以
在
魚
、
得
魚
而
忘
筌
云

云

」。
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